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年齢は誕生日の前日に加算される
　
法
律
上
、
年
齢
は
「
誕
生
日
の
前

日
」
に
加
算
さ
れ
ま
す
。
誕
生
日
の

前
日
に
年
齢
が
加
算
さ
れ
る
理
由
に

は
、
次
の
2
つ
の
法
律
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

❶
年
齢
計
算
ニ
関
ス
ル
法
律

第
1
項
　
年
齢
ハ
出
生
ノ
日
ヨ
リ
之

ヲ
起
算
ス
　

❷
民
法(

暦
に
よ
る
期
間
の
計
算)

第
1
4
3
条
第
2
項
　
週
、
月
又
は

年
の
初
め
か
ら
期
間
を
起
算
し
な
い

と
き
は
、
そ
の
期
間
は
、
最
後
の
週
、

月
又
は
年
に
お
い
て
そ
の
起
算
日
に

応
当
す
る
日
の
前
日
に
満
了
す
る

（
以
下
略
）

　
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
る
と
、
年
齢

は
、
生
ま
れ
た
日
（
出
生
の
日
）
が

起
算
日
と
な
る
た
め
1
日
目
と
し
て

数
え
始
め
、
誕
生
日
の
前
日
（
起
算

日
に
応
答
す
る
日
の
前
日
）
に

1
年
が
満
了
し
ま
す
。
8
月
1

日
が
誕
生
日
の
場
合
は
、
7
月

3
1
日
に
1
年
が
経
過
し
ま
す
。

7
月
3
1
日
の
2
4
時
は
、
デ
ジ

タ
ル
時
計
の
表
示
で
は
8
月
1

日
午
前
0
時
で
す
が
、
法
律
上
、

1
年
が
満
了
す
る
の
は
「
7
月

3
1
日
の
2
4
時
」
で
あ
り
、
こ

れ
を
日
単
位
で
考
え
た
場
合
は
、

誕
生
日
の
前
日
で
あ
る
「
7
月

3
1
日
」
が
年
齢
が
加
算
さ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
し
た
時
点
で
カ
ウ

ン
ト
す
る
の
が
自
然

　
誕
生
日
の
前
日
に
年
齢
が
加

算
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
感

じ
る
方
は
、
例
え
ば
、
運
動
場
を

走
っ
て
1
周
す
る
場
合
、「
運
動

場
を
1
周
し
て
き
た
（
ゴ
ー
ル
し

た
）」
と
認
め
ら
れ
る
の
は
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
ょ
う
か
。
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン

は
一
緒
で
す
が
、
1
周
が
終
了
す

る
の
は
「
1
周
目
を
ゴ
ー
ル
し
た

と
き
」
で
あ
り
、「
2
周
目
を
ス

タ
ー
ト
し
た
と
き
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
2
周
目
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
な
い
か
ら
1
周
目
が
終
わ
っ

た
と
は
認
め
な
い
。」
と
言
わ

れ
た
ら
納
得
が
い
か
な
い
で

し
ょ
う
。
年
齢
を
数
え
る
と
き

も
こ
れ
と
同
じ
で
す
。
1
年
を

経
過
し
た
（
1
周
し
た
）
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
す
る
（
年
齢
を
加

算
）
す
る
の
は
、
誕
生
日
当
日

（
2
周
目
の
ス
タ
ー
ト
）
で
は

な
く
、
誕
生
日
前
日
（
1
周
目

の
ゴ
ー
ル
）
で
す
。
誕
生
日
の

前
日
に
年
齢
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
お
か

し
な
数
え
方
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
至
極
当
然
の
こ

と
と
言
え
ま
す
。

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日

8月1日
0時
8月1日
0時

7月31日
24時
7月31日
24時

誕生日前日の
24時に死去
享年は何歳…？

誕生日前日の
24時に死去
享年は何歳…？

6月（水無月・June）

１日（2008年）

後部座席のシートベルト
の着用と75歳以上のド
ライバーに対しもみじ
マークの貼付が義務化
された。  

改正道路
交通法が施行   

2日（1875年）

日本初のタブロイド（小
型)判の「東京曙新聞」
が発行。サイズは普通の
新聞の半分。

日本初の
タブロイド判発行

3日（1949年）

日本各地の標高を決め
る基準「日本水準原点」
が国会前庭に。平成元年
「測量の日」に制定。

測量法が
公布される

4日（2009年）

富士山静岡空港という
愛称がつけられている
が、当空港から富士山山
頂までは直線距離で約
80kmある。 

静岡空港が
開港   

7日（1955年）

「母親が変われば社会
が変わる」と様 な々立場
の女性約2000人が東
京・豊島公会堂に集まっ
た。

第1回
日本母親大会が開催

8日（1985年）

兵庫県南あわじ市福良
丙と徳島県鳴門市鳴門
町土佐泊浦間の鳴門海
峡の最狭部を結ぶ吊り
橋。  

大鳴門橋
が開通

9日（1993年）

皇太子徳仁親王（当時）
が元外務省職員・小和
田雅子さんと御成婚。テ
レビ中継の最高視聴率
は79.9%を記録。

今上天皇と
皇后が結婚

10日（1913年）

森永製菓が「森永ミルク
キャラメル」を発売。そ
れまでは1899年の創業
以来「キャラメル」という
名称で販売。

ミルクキャラメル
の日

13日（1582年）

山崎の合戦で羽柴（豊
臣）秀吉が明智光秀を
破った。光秀は敗走中に
雑兵に刺殺された。

山崎の戦いが
行われる

14日（1988年）

田部井淳子が北米最高
峰のマッキンリー登頂に
成功。日本人初の五大陸
の最高峰を踏破。

田部井が
マッキンリー登頂

15日（1912年）

新橋駅～下関駅間で特
別急行列車の運転を開
始。展望車を連結し、1・
2等のみで編成。

日本初の
特急列車運転開始

16日（1972年）

「有線テレビジョン放送
法」が成立。平成3年に
「ケーブルテレビの日」
と制定される。

有線テレビ
放送法成立

19日（1868年）

京都府が開設された。
王政復古の大号令から
４ヶ月後のことで、日本
初の地方自治体。

京都府開庁
記念日   

20日（1960年）

日本初のロングサイズ
（8cm）のタバコ。フィル
ター付きでフィルムパッ
ケージも施される。

ハイライト
が発売される

21日（1951年）

日本が国連教育科学文
化機関（ユネスコ）と国
際労働条約（ILO）に加
入する。

ユネスコと
ILOに加入

22日（1972年）

1861年の同日に日本の
長崎に初めてボウリング
が伝わったことを記念し
て日本ボウリング場協会
が制定。

ボウリング
の日   

25日（1978年）

日本のバンド、サザン
オールスターズが『勝手
にシンドバッド』でデ
ビュー。

サザンオールスターズ
デビュー

26日（1966年）

東京・高尾山で日本初の
オリエンテーリング大会
が開催。当時の呼称は
「徒歩ラリー」。

日本初の
オリエンテーリング

5日（1934年）

5月30日に逝去した海軍
元帥の東郷平八郎に対
する日本初の国葬が執
り行われる。

日本初の
国葬が執行

6日（1984年）

ソ連でコンピュータゲー
ム「テトリス」が作られ
る。1980年代末～1990
年代初めに世界各国で
大流行した。 

テトリス
誕生   

11日（1942年）

山陽本線下関駅～門司
駅間にある海底トンネル
が開通。下り本線で試運
転が開始される。

関門鉄道
トンネルが開通

12日（1977年）

全米女子プロゴルフ選
手権で樋口久子が優勝。
アメリカの女子ゴルフで
日本人が初めて優勝。

全米女子ゴルフ
で樋口が初優勝

17日（1885年）

アメリカ合衆国独立100
周年を記念して、独立運
動を支援したフランス人
の募金によって贈呈され
完成。

自由の女神像
ニューヨークに   

18日（1979年）

警視庁が自動車の運転
免許を所有している人が
4000万人を超えたと発
表。男性は73％。

運転免許所有者
４千万人に

23日（1991年）

自動車の耐久レース「ル
マン24時間」でマツダ
が優勝。日本車が優勝
したのはこれが初。

マツダが
ルマンで優勝

24日（2011年）

「小笠原諸島」の世界自
然遺産への登録が決
定。日本で4件目の世界
自然遺産。

小笠原諸島
世界自然遺産へ登録

29日（1966年）

午前3時50分羽田空港
到着。翌日から7月2日ま
で、日本武道館にて5回
の公演が行われる。

ビートルズが
初来日

30日（1905年）

スイス連邦特許局の技
師だったアインシュタイ
ンが「相対性理論」の最
初の論文を発表する。

相対性理論
が発表される

27日（1874年）

慶應大の三田演説館で
開催。「演説」という言
葉は慶應大の創始者・
福沢諭吉によるもの。

日本初の
演説会が開催

28日（1950年）

巨人の藤本英雄選手
が、西日本パイレーツ戦
で日本プロ野球史上初
の完全試合を達成。

日本初の
完全試合を達成
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開港   

7日（1955年）
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田雅子さんと御成婚。テ
レビ中継の最高視聴率
は79.9%を記録。

今上天皇と
皇后が結婚

10日（1913年）

森永製菓が「森永ミルク
キャラメル」を発売。そ
れまでは1899年の創業
以来「キャラメル」という
名称で販売。

ミルクキャラメル
の日

13日（1582年）

山崎の合戦で羽柴（豊
臣）秀吉が明智光秀を
破った。光秀は敗走中に
雑兵に刺殺された。

山崎の戦いが
行われる

14日（1988年）

田部井淳子が北米最高
峰のマッキンリー登頂に
成功。日本人初の五大陸
の最高峰を踏破。

田部井が
マッキンリー登頂

15日（1912年）

新橋駅～下関駅間で特
別急行列車の運転を開
始。展望車を連結し、1・
2等のみで編成。

日本初の
特急列車運転開始

16日（1972年）

「有線テレビジョン放送
法」が成立。平成3年に
「ケーブルテレビの日」
と制定される。

有線テレビ
放送法成立

19日（1868年）

京都府が開設された。
王政復古の大号令から
４ヶ月後のことで、日本
初の地方自治体。

京都府開庁
記念日   

20日（1960年）

日本初のロングサイズ
（8cm）のタバコ。フィル
ター付きでフィルムパッ
ケージも施される。

ハイライト
が発売される

21日（1951年）

日本が国連教育科学文
化機関（ユネスコ）と国
際労働条約（ILO）に加
入する。

ユネスコと
ILOに加入

22日（1972年）

1861年の同日に日本の
長崎に初めてボウリング
が伝わったことを記念し
て日本ボウリング場協会
が制定。

ボウリング
の日   

25日（1978年）

日本のバンド、サザン
オールスターズが『勝手
にシンドバッド』でデ
ビュー。

サザンオールスターズ
デビュー

26日（1966年）

東京・高尾山で日本初の
オリエンテーリング大会
が開催。当時の呼称は
「徒歩ラリー」。

日本初の
オリエンテーリング

5日（1934年）

5月30日に逝去した海軍
元帥の東郷平八郎に対
する日本初の国葬が執
り行われる。

日本初の
国葬が執行

6日（1984年）

ソ連でコンピュータゲー
ム「テトリス」が作られ
る。1980年代末～1990
年代初めに世界各国で
大流行した。 

テトリス
誕生   

11日（1942年）

山陽本線下関駅～門司
駅間にある海底トンネル
が開通。下り本線で試運
転が開始される。

関門鉄道
トンネルが開通

12日（1977年）

全米女子プロゴルフ選
手権で樋口久子が優勝。
アメリカの女子ゴルフで
日本人が初めて優勝。

全米女子ゴルフ
で樋口が初優勝

17日（1885年）

アメリカ合衆国独立100
周年を記念して、独立運
動を支援したフランス人
の募金によって贈呈され
完成。

自由の女神像
ニューヨークに   

18日（1979年）

警視庁が自動車の運転
免許を所有している人が
4000万人を超えたと発
表。男性は73％。

運転免許所有者
４千万人に

23日（1991年）

自動車の耐久レース「ル
マン24時間」でマツダ
が優勝。日本車が優勝
したのはこれが初。

マツダが
ルマンで優勝

24日（2011年）

「小笠原諸島」の世界自
然遺産への登録が決
定。日本で4件目の世界
自然遺産。

小笠原諸島
世界自然遺産へ登録

29日（1966年）

午前3時50分羽田空港
到着。翌日から7月2日ま
で、日本武道館にて5回
の公演が行われる。

ビートルズが
初来日

30日（1905年）

スイス連邦特許局の技
師だったアインシュタイ
ンが「相対性理論」の最
初の論文を発表する。

相対性理論
が発表される

27日（1874年）

慶應大の三田演説館で
開催。「演説」という言
葉は慶應大の創始者・
福沢諭吉によるもの。

日本初の
演説会が開催

28日（1950年）

巨人の藤本英雄選手
が、西日本パイレーツ戦
で日本プロ野球史上初
の完全試合を達成。

日本初の
完全試合を達成

(８)  
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2
0
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4
年
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1
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現
代
メ
デ
イ
ア

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー『
思
考
の
整
理
学
』

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
外
山

滋
比
古
氏
。
我
が
道
を
往
き
、
自
分

の
頭
で
考
え
る
こ
と
を
実
践
し
続

け
て
私
は
8
6
歳
と
な
っ
た
。
そ
れ

な
り
に
納
得
の
い
く
人
生
を
歩
ん

で
き
た
と
い
う
満
足
感
は
あ
る
。
し

か
し
、
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
長
生
き

す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
人
生

5
0
年
く
ら
い
の
気
持
ち
で
生
き
て

き
た
と
こ
ろ
が
、
5
0
歳
を
過
ぎ
て

も
一
向
に
終
点
が
見
え
ず
、
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
定
年
を
過

ぎ
た
多
く
の
人
の
実
感
だ
ろ
う
。
さ

て
、こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
た
ら
い
い

の
か
、
と
考
え
て
い
る
時
に
こ
ん
な

俳
句
と
出
合
っ
た
。

浜
ま
で
は
海
女
も
蓑
着
る

時
雨
（
し
ぐ
れ
）
か
な

詠
ん
だ
の
は
江
戸
時
代
の
俳
人
、

滝
瓢
水
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
海
に
潜

る
海
女
が
、
雨
を
避
け
る
た
め
に
蓑

を
着
て
浜
に
向
か
う
。
ど
う
せ
海
に

入
れ
ば
濡
れ
て
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ

採
用
試
験
は
、

遺
体
安
置
所
に
1
0
分

中
国
・
乳
山
市
の
葬
儀
会
社
が

「
遺
体
安
置
所
管
理
者
」を
募
集
し
、

独
特
の
採
用
条
件
を
提
示
し
た
。

こ
の
職
種
の
月
給
は
2
2
0
0
元

（
約
4
万
5
0
0
0
円
）
で
、
面
接

に
進
む
に
は
低
温
管
理
さ
れ
た
遺

体
安
置
所
で
1
0
分
間
過
ご
す
試

験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
募
集
に
応
募
す
る
に
は
、

4
5
歳
以
下
の
男
性
で
あ
り
、
中

学
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る
こ

と
、
2
4
時
間
勤
務
や
夜
勤
に
対

応
で
き
る
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

7
0
元
（
約
1
4
0
0
円
）
の
試
験

料
を
支
払
い
、
遺
体
安
置
所
で

1
0
分
間
過
ご
す
現
場
試
験
が
必

須
と
な
る
。

　
今
回
の
求
人
は
、
中
国
の

S
N
S
上
で
瞬
く
間
に
拡
散
し
、

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。あ
る
ユ
ー
ザ
ー
は「
死

者
は
怖
く
な
い
が
、
給
料
が
幽
霊

よ
り
怖
い
」
と
皮
肉
を
込
め
て
コ
メ

ン
ト
し
た
。

最
後
の
最
後
ま
で
前
向
き
に
…

達
人
の
ス
ゴ
い
人
生
訓

蓑
を
着
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
浜
ま

で
は
濡
れ
ず
に
行
き
た
い
、
と
い
う

の
が
海
女
の
気
持
ち
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
間
は
、
少
し
で
も
自
分
を

愛
お
し
み
、
最
後
ま
で
努
力
を
重

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
こ
の
句
の
「
浜
」
を
「
死
」
と
捉

え
れ
ば
、一
層
味
わ
い
が
深
ま
る
。

ど
う
せ
仕
事
を
辞
め
た
ん
だ
か
ら
、

ど
う
せ
老
い
先
短
い
ん
だ
か
ら
、
と

投
げ
や
り
に
な
る
の
が
年
寄
り
の
一

番
よ
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
死
ぬ

時
ま
で
は
、
と
に
か
く
蓑
を
着
る
。

日
が
照
り
つ
け
れ
ば
日
傘
を
差
す
。

そ
う
し
て
最
後
の
最
後
ま
で
前
向

き
に
、
少
し
で
も
美
し
く
立
派
に

生
き
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
べ
き

な
の
で
あ
る
。

　
静
岡
市
葵
区
の
仏
具
店
「
法
月
」

が
、
遺
骨
手
元
供
養
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
愛
す
る
家
族
や
ペ
ッ

ト
の
遺
骨
を
近
く
に
置
き
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
遺
骨
を
粉
末
化

し
て
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
収
納
可
能

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
関
連
す
る
事

業
の
売
り
上
げ
は
、
開
始
か
ら
５
年

足
ら
ず
で
１
億
円
を
突
破
し
、
順
調

に
成
長
し
て
い
る
。

　
仏
壇
・
仏
具
の
製
造
を
柱
と
す
る

同
社
は
２
０
２
０
年
、
遺
骨
手
元
供

養
の
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
顧
客
か

ら
「
遺
骨
を
近
く
に
置
い
て
お
き
た

い
が
、
７
寸
サ
イ
ズ
の
骨
箱
だ
と
仏

壇
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
多
く

聞
き
、
悩
み
を
解
決
し
た
い
と
思
っ

た
と
い
う
。

遺
骨
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い

と
い
う
需
要
の
背
景
に
は
❶
距
離
的

に
離
れ
た
く
な
い
気
持
ち
❷
墓
が
遠

く
、
維
持
管
理
を
含
め
負
担
が
大
き

い
❸
人
間
関
係
の
も
つ
れ
で
墓
に
入

れ
た
く
な
い
―
な
ど
の
事
情
が
あ
る

と
い
う
。一
方
で
、
近
年
は
家
屋
の
ス

リ
ム
化
に
伴
い
、
仏
壇
も
コ
ン
パ
ク

ト
化
さ
れ
、
従
来
の
骨
箱
を
収
納
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
同
社
は
遺
骨
を
粉
末
化
す

る
こ
と
で
、一
般
的
な
７
寸
サ
イ
ズ

の
骨
箱
と
比
較
し
て
４
分
の
１
か
ら

５
分
の
１
に
抑
え
る
こ
と
を
実
現
し

た
。
真
空
包
装
で
長
期
保
存
も
可
能

に
し
た
。

　
２
４
年
１
０
月
に
は
、
静
岡
市
駿

河
区
の
徳
願
寺
境
内
に
納
骨
堂
「
み

も
る
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
納
骨

室
に
は
、コ
ン
パ
ク
ト
な
骨
箱
が
並

ぶ
。
従
来
の
大
き
な
骨
箱
だ
と
、
室

内
に
収
ま
る
全
体
量
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
客
単
価
を
上
げ
る
し
か
な

か
っ
た
が
、
大
量
収
蔵
が
可
能
と
な

り
、
比
較
的
安
価
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　
法
月
寛
文
社
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

停
滞
し
が
ち
な
期
間
を
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
準
備
に
割
く
こ
と

が
で
き
た
。
散
骨
や
墓
じ
ま
い
、
納

骨
堂
な
ど
、
葬
送
の
ス
タ
イ
ル
は
変

わ
り
続
け
て
い
る
。
様
々
な
選
択
肢

を
提
示
し
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

2
0
2
5
年
1
月
2
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

手
元
供
養
へ
遺
骨
を

粉
末
化
関
連
サ
ー
ビ

ス
１
億
円
突
破

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

宇
野
千
代
の

九
谷
焼
仏
具
揃
え

　
加
賀
百
万
石
の
絢
爛
た

る
伝
統
、
九
谷
焼
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま

れ
た
、
現
代
的
で
華
や
か

な
宇
野
千
代
の
仏
具
揃
え

で
す
。
繊
細
に
し
て
幽
玄

な
銀
彩
の
輝
き
が
、
谷
間

に
煙
る
霧
の
よ
う
に
咲
く

「
淡
墨
の
桜
」
を
見
事
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

　
宇
野
千
代
は
、
大
正
・

昭
和
・
平
成
に
か
け
て
活

躍
し
た
日
本
の
小
説
家
、

随
筆
家
。
多
才
で
知
ら
れ
、

編
集
者
、
着
物
デ
ザ
イ

ナ
ー
、実
業
家
の
顔
も
持
っ

た
。
ま
た
、
多
く
の
著
名
人

と
の
恋
愛
・
結
婚
遍
歴
を

持
ち
、
そ
の
波
乱
に
富
ん

だ
生
涯
は
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
。

日
本
芸
術
院
会
員
。

眠
る
仏
具

ア
ー
ト
作
品
に
転
生

　
仏
壇
販
売
会
社
の
照
泰

仏
堂
（
岡
山
県
）
は
、
不
用

に
な
っ
た
燭
台
や
お
り
ん
、

高
坏
な
ど
を
カ
ラ
フ
ル
な

ア
ー
ト
作
品
に
再
生
し
、

約
１
０
０
点
を
展
示
販
売

し
て
い
る
。
県
内
の
芸
術
家

や
、
障
害
者
が
ア
ー
ト
制

作
な
ど
を
行
う
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
と
連
携

し
、
昨
年
始
め
た
仏
具
の

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｒ
ｉ

ｎ
Ｎ
ｅ
」の
作
品
だ
。

　
照
泰
仏
堂
が
処
分
の
依

頼
を
受
け
、
本
尊
の
魂
を

抜
く
法
要
を
経
て
、
引
き

取
る
仏
壇
は
月
１
０
基
程

度
。
そ
こ
か
ら
活
用
可
能

な
仏
具
類
を
選
別
し
て
い

る
。「
仏
壇
を
見
た
外
国
人

は
『
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
イ
ン

テ
リ
ア
に
な
る
』
と
全
く

違
う
魅
力
を
感
じ
て
い

る
」。
そ
の
驚
き
が
再
生
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
幡

司
剛
成
社
長
は
振
り
返
る
。

昨
年
１
０
月
に
は
市
内
で

神
棚
は
、
和
の
趣
の

イ
ン
テ
リ
ア
へ

　
株
式
会
社
や
ま
こ
う(

愛

知
県)

は
、
神
社
で
い
た
だ

い
た
お
札
を
眺
め
る
、
新

感
覚
の
神
棚
シ
リ
ー
ズ
を

発
売
。
普
段
の
お
部
屋
に

お
札
を
イ
ン
テ
リ
ア
の
よ

う
に
飾
っ
て
楽
し
む
、
新
し

い
神
棚
で
す
。

絵
画
の
額
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
フ
レ
ー
ム
の
よ
う
な
シ

ル
エ
ッ
ト
が
特
徴
。ア
ー
ト

作
品
の
よ
う
に
お
札
を
飾

る
こ
と
が
で
き
、お
部
屋
の

壁
紙
や
イ
ン
テ
リ
ア
と
自

然
に
調
和
し
ま
す
。
お
札
の

持
つ
神
聖
さ
、
和
の
祈
り
の

ア
イ
コ
ン
を
飾
り
、い
つ
も

の
お
部
屋
に
神
聖
な
ア
ク

セ
ン
ト
を
プ
ラ
ス
し
ま
す
。

初
の
展
示
会
を
開
催
。「
い

ず
れ
は
仏
壇
の
持
ち
主
が

望
む
作
品
に
再
生
し
て
、

お
返
し
す
る
方
法
も
考
え

た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
仏
壇
・
仏
具
な
ど
の
製

造
販
売
業
者
で
つ
く
る
全

日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

（
東
京
）
は
全
国
２
８
３
の

加
盟
業
者
の
下
で
、
年
間

約
２
万
基
が
処
分
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

金
属
製
な
ど
一
部
の
仏
具

は
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
、

溶
融
す
る
な
ど
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
離

れ
も
進
む
中
、
不
用
に
な
っ

た
仏
具
に
新
た
な
価
値
を

加
え
、
魅
力
的
な
商
品
に

す
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
は
、

廃
棄
物
の
削
減
だ
け
で
な

く
、
伝
統
的
な
仏
壇
の
産

地
に
革
新
を
も
た
ら
す
可

能
性
も
あ
る
。

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
香
堂
H
P
よ
り

2
0
2
4
年
1
2
月
2
7
日

P
R
T
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株
式
会
社
や
ま
こ
う)

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

【
愛
す
る
人
を
亡
く
し
た

人
へ
】

著
者
／
一
条
真
也

出
版
社
／
P
H
P
研
究
所

今
年
1
月
公
開
の
映
画
「
君

の
忘
れ
方
」
原
作
本
。
著
者

は
大
手
冠
婚
葬
祭
会
社
の

代
表
取
締
役
の
か
た
わ
ら
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
一
条
真
也
と
し

て
精
力
的
に
活
動
を
展
開

す
る
異
色
の
作
家
。
冠
婚

葬
祭
を
業
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
葬
儀
に
毎
日
の
よ
う

に
立
ち
会
う
な
か
で
、
残
さ

れ
た
遺
族
に
何
よ
り
必
要

な
の
が
、
悲
し
み
を
癒
す
グ

リ
ー
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、「
死

は
不
幸
で
は
な
い
」
と
い
う

物
語
で
あ
る
と
確
信
し
た

著
者
が
贈
る
渾
身
の
書
。

【
み
ん
な
の
接
客
英
語
】

著
者
／
編
集
広
瀬
直
子

出
版
社
／
株
式
会
社
ア
ル
ク

本
書
は
、
接
客
業
に
携
わ
る

3
0
0
0
人
以
上
へ
の
リ

サ
ー
チ
結
果
を
基
に
、
覚
え

や
す
く
、「
こ
れ
が
言
い
た

か
っ
た
」
と
い
う
表
現
を
厳

選
し
て
収
録
し
て
い
ま
す
。

発
音
の
フ
リ
ガ
ナ
付
き
で
、

英
語
が
苦
手
な
方
や
初
心

者
の
方
も
す
ぐ
に
話
せ
る
の

で
安
心
！
フ
レ
ー
ズ
を
使
用

す
る
際
に
知
っ
て
お
き
た

い
・
気
を
付
け
た
い
情
報
も

併
せ
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
数
字
・
食
材
・
商
品
・

薬
の
種
類
な
ど
、
表
現
を
広

げ
る
用
語
集
や
、フ
レ
ー
ズ

を
使
っ
た
会
話
例
も
満
載
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
5
日
　

B
I
G
L
O
B
E
ニ
ュ
ー
ス

(2)  

2
0
2
4
年
8
月
3
1
日

現
代
メ
デ
イ
ア

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー『
思
考
の
整
理
学
』

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
外
山

滋
比
古
氏
。
我
が
道
を
往
き
、
自
分

の
頭
で
考
え
る
こ
と
を
実
践
し
続

け
て
私
は
8
6
歳
と
な
っ
た
。
そ
れ

な
り
に
納
得
の
い
く
人
生
を
歩
ん

で
き
た
と
い
う
満
足
感
は
あ
る
。
し

か
し
、
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
長
生
き

す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
人
生

5
0
年
く
ら
い
の
気
持
ち
で
生
き
て

き
た
と
こ
ろ
が
、
5
0
歳
を
過
ぎ
て

も
一
向
に
終
点
が
見
え
ず
、
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
定
年
を
過

ぎ
た
多
く
の
人
の
実
感
だ
ろ
う
。
さ

て
、こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
た
ら
い
い

の
か
、
と
考
え
て
い
る
時
に
こ
ん
な

俳
句
と
出
合
っ
た
。

浜
ま
で
は
海
女
も
蓑
着
る

時
雨
（
し
ぐ
れ
）
か
な

詠
ん
だ
の
は
江
戸
時
代
の
俳
人
、

滝
瓢
水
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
海
に
潜

る
海
女
が
、
雨
を
避
け
る
た
め
に
蓑

を
着
て
浜
に
向
か
う
。
ど
う
せ
海
に

入
れ
ば
濡
れ
て
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ

採
用
試
験
は
、

遺
体
安
置
所
に
1
0
分

中
国
・
乳
山
市
の
葬
儀
会
社
が

「
遺
体
安
置
所
管
理
者
」を
募
集
し
、

独
特
の
採
用
条
件
を
提
示
し
た
。

こ
の
職
種
の
月
給
は
2
2
0
0
元

（
約
4
万
5
0
0
0
円
）
で
、
面
接

に
進
む
に
は
低
温
管
理
さ
れ
た
遺

体
安
置
所
で
1
0
分
間
過
ご
す
試

験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
募
集
に
応
募
す
る
に
は
、

4
5
歳
以
下
の
男
性
で
あ
り
、
中

学
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る
こ

と
、
2
4
時
間
勤
務
や
夜
勤
に
対

応
で
き
る
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

7
0
元
（
約
1
4
0
0
円
）
の
試
験

料
を
支
払
い
、
遺
体
安
置
所
で

1
0
分
間
過
ご
す
現
場
試
験
が
必

須
と
な
る
。

　
今
回
の
求
人
は
、
中
国
の

S
N
S
上
で
瞬
く
間
に
拡
散
し
、

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。あ
る
ユ
ー
ザ
ー
は「
死

者
は
怖
く
な
い
が
、
給
料
が
幽
霊

よ
り
怖
い
」
と
皮
肉
を
込
め
て
コ
メ

ン
ト
し
た
。

最
後
の
最
後
ま
で
前
向
き
に
…

達
人
の
ス
ゴ
い
人
生
訓

蓑
を
着
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
浜
ま

で
は
濡
れ
ず
に
行
き
た
い
、
と
い
う

の
が
海
女
の
気
持
ち
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
間
は
、
少
し
で
も
自
分
を

愛
お
し
み
、
最
後
ま
で
努
力
を
重

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
こ
の
句
の
「
浜
」
を
「
死
」
と
捉

え
れ
ば
、一
層
味
わ
い
が
深
ま
る
。

ど
う
せ
仕
事
を
辞
め
た
ん
だ
か
ら
、

ど
う
せ
老
い
先
短
い
ん
だ
か
ら
、
と

投
げ
や
り
に
な
る
の
が
年
寄
り
の
一

番
よ
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
死
ぬ

時
ま
で
は
、
と
に
か
く
蓑
を
着
る
。

日
が
照
り
つ
け
れ
ば
日
傘
を
差
す
。

そ
う
し
て
最
後
の
最
後
ま
で
前
向

き
に
、
少
し
で
も
美
し
く
立
派
に

生
き
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
べ
き

な
の
で
あ
る
。

　
静
岡
市
葵
区
の
仏
具
店
「
法
月
」

が
、
遺
骨
手
元
供
養
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
愛
す
る
家
族
や
ペ
ッ

ト
の
遺
骨
を
近
く
に
置
き
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
遺
骨
を
粉
末
化

し
て
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
収
納
可
能

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
関
連
す
る
事

業
の
売
り
上
げ
は
、
開
始
か
ら
５
年

足
ら
ず
で
１
億
円
を
突
破
し
、
順
調

に
成
長
し
て
い
る
。

　
仏
壇
・
仏
具
の
製
造
を
柱
と
す
る

同
社
は
２
０
２
０
年
、
遺
骨
手
元
供

養
の
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
顧
客
か

ら
「
遺
骨
を
近
く
に
置
い
て
お
き
た

い
が
、
７
寸
サ
イ
ズ
の
骨
箱
だ
と
仏

壇
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
多
く

聞
き
、
悩
み
を
解
決
し
た
い
と
思
っ

た
と
い
う
。

遺
骨
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い

と
い
う
需
要
の
背
景
に
は
❶
距
離
的

に
離
れ
た
く
な
い
気
持
ち
❷
墓
が
遠

く
、
維
持
管
理
を
含
め
負
担
が
大
き

い
❸
人
間
関
係
の
も
つ
れ
で
墓
に
入

れ
た
く
な
い
―
な
ど
の
事
情
が
あ
る

と
い
う
。一
方
で
、
近
年
は
家
屋
の
ス

リ
ム
化
に
伴
い
、
仏
壇
も
コ
ン
パ
ク

ト
化
さ
れ
、
従
来
の
骨
箱
を
収
納
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
同
社
は
遺
骨
を
粉
末
化
す

る
こ
と
で
、一
般
的
な
７
寸
サ
イ
ズ

の
骨
箱
と
比
較
し
て
４
分
の
１
か
ら

５
分
の
１
に
抑
え
る
こ
と
を
実
現
し

た
。
真
空
包
装
で
長
期
保
存
も
可
能

に
し
た
。

　
２
４
年
１
０
月
に
は
、
静
岡
市
駿

河
区
の
徳
願
寺
境
内
に
納
骨
堂
「
み

も
る
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
納
骨

室
に
は
、コ
ン
パ
ク
ト
な
骨
箱
が
並

ぶ
。
従
来
の
大
き
な
骨
箱
だ
と
、
室

内
に
収
ま
る
全
体
量
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
客
単
価
を
上
げ
る
し
か
な

か
っ
た
が
、
大
量
収
蔵
が
可
能
と
な

り
、
比
較
的
安
価
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　
法
月
寛
文
社
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

停
滞
し
が
ち
な
期
間
を
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
準
備
に
割
く
こ
と

が
で
き
た
。
散
骨
や
墓
じ
ま
い
、
納

骨
堂
な
ど
、
葬
送
の
ス
タ
イ
ル
は
変

わ
り
続
け
て
い
る
。
様
々
な
選
択
肢

を
提
示
し
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

2
0
2
5
年
1
月
2
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

手
元
供
養
へ
遺
骨
を

粉
末
化
関
連
サ
ー
ビ

ス
１
億
円
突
破

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

宇
野
千
代
の

九
谷
焼
仏
具
揃
え

　
加
賀
百
万
石
の
絢
爛
た

る
伝
統
、
九
谷
焼
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま

れ
た
、
現
代
的
で
華
や
か

な
宇
野
千
代
の
仏
具
揃
え

で
す
。
繊
細
に
し
て
幽
玄

な
銀
彩
の
輝
き
が
、
谷
間

に
煙
る
霧
の
よ
う
に
咲
く

「
淡
墨
の
桜
」
を
見
事
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

　
宇
野
千
代
は
、
大
正
・

昭
和
・
平
成
に
か
け
て
活

躍
し
た
日
本
の
小
説
家
、

随
筆
家
。
多
才
で
知
ら
れ
、

編
集
者
、
着
物
デ
ザ
イ

ナ
ー
、実
業
家
の
顔
も
持
っ

た
。
ま
た
、
多
く
の
著
名
人

と
の
恋
愛
・
結
婚
遍
歴
を

持
ち
、
そ
の
波
乱
に
富
ん

だ
生
涯
は
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
。

日
本
芸
術
院
会
員
。

眠
る
仏
具

ア
ー
ト
作
品
に
転
生

　
仏
壇
販
売
会
社
の
照
泰

仏
堂
（
岡
山
県
）
は
、
不
用

に
な
っ
た
燭
台
や
お
り
ん
、

高
坏
な
ど
を
カ
ラ
フ
ル
な

ア
ー
ト
作
品
に
再
生
し
、

約
１
０
０
点
を
展
示
販
売

し
て
い
る
。
県
内
の
芸
術
家

や
、
障
害
者
が
ア
ー
ト
制

作
な
ど
を
行
う
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
と
連
携

し
、
昨
年
始
め
た
仏
具
の

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｒ
ｉ

ｎ
Ｎ
ｅ
」の
作
品
だ
。

　
照
泰
仏
堂
が
処
分
の
依

頼
を
受
け
、
本
尊
の
魂
を

抜
く
法
要
を
経
て
、
引
き

取
る
仏
壇
は
月
１
０
基
程

度
。
そ
こ
か
ら
活
用
可
能

な
仏
具
類
を
選
別
し
て
い

る
。「
仏
壇
を
見
た
外
国
人

は
『
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
イ
ン

テ
リ
ア
に
な
る
』
と
全
く

違
う
魅
力
を
感
じ
て
い

る
」。
そ
の
驚
き
が
再
生
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
幡

司
剛
成
社
長
は
振
り
返
る
。

昨
年
１
０
月
に
は
市
内
で

神
棚
は
、
和
の
趣
の

イ
ン
テ
リ
ア
へ

　
株
式
会
社
や
ま
こ
う(

愛

知
県)

は
、
神
社
で
い
た
だ

い
た
お
札
を
眺
め
る
、
新

感
覚
の
神
棚
シ
リ
ー
ズ
を

発
売
。
普
段
の
お
部
屋
に

お
札
を
イ
ン
テ
リ
ア
の
よ

う
に
飾
っ
て
楽
し
む
、
新
し

い
神
棚
で
す
。

絵
画
の
額
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
フ
レ
ー
ム
の
よ
う
な
シ

ル
エ
ッ
ト
が
特
徴
。ア
ー
ト

作
品
の
よ
う
に
お
札
を
飾

る
こ
と
が
で
き
、お
部
屋
の

壁
紙
や
イ
ン
テ
リ
ア
と
自

然
に
調
和
し
ま
す
。
お
札
の

持
つ
神
聖
さ
、
和
の
祈
り
の

ア
イ
コ
ン
を
飾
り
、い
つ
も

の
お
部
屋
に
神
聖
な
ア
ク

セ
ン
ト
を
プ
ラ
ス
し
ま
す
。

初
の
展
示
会
を
開
催
。「
い

ず
れ
は
仏
壇
の
持
ち
主
が

望
む
作
品
に
再
生
し
て
、

お
返
し
す
る
方
法
も
考
え

た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
仏
壇
・
仏
具
な
ど
の
製

造
販
売
業
者
で
つ
く
る
全

日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

（
東
京
）
は
全
国
２
８
３
の

加
盟
業
者
の
下
で
、
年
間

約
２
万
基
が
処
分
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

金
属
製
な
ど
一
部
の
仏
具

は
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
、

溶
融
す
る
な
ど
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
離

れ
も
進
む
中
、
不
用
に
な
っ

た
仏
具
に
新
た
な
価
値
を

加
え
、
魅
力
的
な
商
品
に

す
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
は
、

廃
棄
物
の
削
減
だ
け
で
な

く
、
伝
統
的
な
仏
壇
の
産

地
に
革
新
を
も
た
ら
す
可

能
性
も
あ
る
。

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
香
堂
H
P
よ
り

2
0
2
4
年
1
2
月
2
7
日
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【
愛
す
る
人
を
亡
く
し
た

人
へ
】

著
者
／
一
条
真
也

出
版
社
／
P
H
P
研
究
所

今
年
1
月
公
開
の
映
画
「
君

の
忘
れ
方
」
原
作
本
。
著
者

は
大
手
冠
婚
葬
祭
会
社
の

代
表
取
締
役
の
か
た
わ
ら
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
一
条
真
也
と
し

て
精
力
的
に
活
動
を
展
開

す
る
異
色
の
作
家
。
冠
婚

葬
祭
を
業
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
葬
儀
に
毎
日
の
よ
う

に
立
ち
会
う
な
か
で
、
残
さ

れ
た
遺
族
に
何
よ
り
必
要

な
の
が
、
悲
し
み
を
癒
す
グ

リ
ー
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、「
死

は
不
幸
で
は
な
い
」
と
い
う

物
語
で
あ
る
と
確
信
し
た

著
者
が
贈
る
渾
身
の
書
。

【
み
ん
な
の
接
客
英
語
】

著
者
／
編
集
広
瀬
直
子

出
版
社
／
株
式
会
社
ア
ル
ク

本
書
は
、
接
客
業
に
携
わ
る

3
0
0
0
人
以
上
へ
の
リ

サ
ー
チ
結
果
を
基
に
、
覚
え

や
す
く
、「
こ
れ
が
言
い
た

か
っ
た
」
と
い
う
表
現
を
厳

選
し
て
収
録
し
て
い
ま
す
。

発
音
の
フ
リ
ガ
ナ
付
き
で
、

英
語
が
苦
手
な
方
や
初
心

者
の
方
も
す
ぐ
に
話
せ
る
の

で
安
心
！
フ
レ
ー
ズ
を
使
用

す
る
際
に
知
っ
て
お
き
た

い
・
気
を
付
け
た
い
情
報
も

併
せ
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
数
字
・
食
材
・
商
品
・

薬
の
種
類
な
ど
、
表
現
を
広

げ
る
用
語
集
や
、フ
レ
ー
ズ

を
使
っ
た
会
話
例
も
満
載
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
5
日
　

B
I
G
L
O
B
E
ニ
ュ
ー
ス



(6)  (6)  

●
亡
く
な
っ
た
祖
父
と
の
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
涙
を
流
し
、

会
場
が
し
ん
み
り
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
出
棺
の
際
、祖
父
の
姉
が「
〇

〇
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
…
そ
し
て
…
借
り
て
た
お
金

の
事
は
、
静
か
に
お
墓
ま
で

持
っ
て
行
っ
て
ね
」と
小
さ
く

つ
ぶ
や
い
た
の
を
後
ろ
に
い
た

私
は
確
か
に
聞
い
た
！

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
小

学
二
年
生
の
息
子
が
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
棺
を
閉
じ
る
前
、

使
っ
て
い
た
ス
マ
ホ
と
充
電
器

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
見

て
母
親
が
慌
て
て
制
止
。「
あ

の
世
で
も
L
I
N
E
す
る
つ
も

り
か
し
ら
？
」と
親
戚
が
声
に

出
し
た
こ
と
で
、
最
後
の
お
別

れ
が
じ
ん
わ
り
し
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　「
親
の
加
入
し
て
い
る
生

命
保
険
を
子
ど
も
が
知
ら

な
い
ま
ま
親
が
亡
く
な
り
、

保
険
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ

た
人
が
い
ま
す
」
そ
う
話
す

の
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
高
山
一
恵
さ

ん
。「
生
命
保
険
に
入
っ
て

る
な
ん
て
親
か
ら
聞
い
た
こ

と
が
な
い
」と
言
う
A
さ
ん
。

親
の
死
か
ら
数
年
後
に
実

家
を
片
づ
け
て
い
た
ら
、
保

険
証
券
が
出
て
き
た
。
保
険

金
は
5
0
0
万
円
。
あ
わ
て

て
保
険
会
社
に
連
絡
し
た

が
、
時
効
だ
と
言
わ
れ
、
保

険
金
は
受
け
取
れ
な
か
っ

た
。

　「
生
命
保
険
の
死
亡
保
険

金
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
か

ら
原
則
3
年
、
か
ん
ぽ
生
命

は
5
年
で
請
求
権
が
失
効

し
ま
す
」（
高
山
さ
ん
、
以

下
同
）
親
が
加
入
中
の
保
険

を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る

人
は
案
外
少
な
い
の
で
は
。

「
お
金
の
話
は
し
づ
ら
い
」
な

ど
と
躊
躇
し
て
い
る
と
、
A

さ
ん
の
よ
う
に
親
の
保
険
を

ム
ダ
に
す
る
こ
と
に
も
…

　「
多
い
の
は
『
保
険
に
は

入
っ
て
い
る
』
と
聞
い
て
い

て
も
、
保
険
証
券
が
見
つ
か

ら
な
い
ケ
ー
ス
で
す
」。
親
が

亡
く
な
っ
た
り
認
知
症
に

な
っ
た
後
で
は
、
保
険
証
券

の
保
管
場
所
を
聞
き
出
せ
な

い
。
思
い
つ
く
限
り
を
捜
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

「
ま
ず
は
郵
便
物
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
保

険
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
」
勧
誘

や
案
内
な
ど
も
住
所
を
知
ら

な
い
と
送
れ
な
い
。
郵
便
物

が
あ
る
な
ら
、
何
ら
か
の
契

約
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　「
次
は
、
通
帳
な
ど
で
保

険
会
社
関
連
の
履
歴
が
な
い

か
、
調
べ
ま
し
ょ
う
」
保
険

料
の
引
き
落
と
し
や
保
険
金

の
入
金
な
ど
が
あ
れ
ば
、
保
険

会
社
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

　「
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
生
命
保
険
協
会
の
『
生

命
保
険
契
約
照
会
制
度
』
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
」
生
命
保

険
協
会
と
は
、
申
請
書
や
戸

籍
等
の
必
要
書
類
を
添
え
て

ネ
ッ
ト
か
郵
送
で
申
し
込
む

と
、
生
命
保
険
協
会
の
会
員

約
4
0
社
に
契
約
の
有
無
を

調
べ
て
く
れ
る
、い
わ
ば
「
保

険
の
探
偵
」
だ
。
利
用
料
は
3

千
円
。
約
2
週
間
で
生
命
保

険
会
社
名
が
ず
ら
り
と
並
び
、

契
約
が
あ
れ
ば
〇
、
な
け
れ

ば
×
が
つ
い
た
書
類
が
届
く
。

そ
の
後
、〇
の
つ
い
た
保
険
会

社
に
自
分
で
連
絡
す
る
と
よ

い
。

　
た
だ
し
、
共
済
や
少
額
短

期
保
険
な
ど
は
生
命
保
険
協

会
の
会
員
で
は
な
く
、
照
会
制

度
の
対
象
外
だ
。
す
べ
て
の
保

険
会
社
を
調
べ
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。「
親
が
元
気
な
う

ち
に
、
加
入
中
の
保
険
会
社

名
や
、
保
険
証
券
の
あ
り
か

な
ど
を
聞
い
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
」

保
険
証
券
が
見
つ
か
ら
な
い

時
の
対
処
法

2
0
2
5
年
5
月
1
日

マ
イ
ナ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日
　
女
性
自
身

4142

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が

W
主
演
で
葬
祭
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
映
画
『
ほ
ど
な

く
、
お
別
れ
で
す
』

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が
、

2
0
2
6
年
2
月
公
開
予
定

の
映
画
『
ほ
ど
な
く
、お
別

れ
で
す
』で
ダ
ブ
ル
主
演
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小

学
館
文
庫
小
説
賞
の
大
賞
受

賞
作
で
あ
り
、
長
月
天
音
の

デ
ビ
ュ
ー
作
で
も
あ
る
小
説

『
ほ
ど
な
く
、お
別
れ
で
す
』

シ
リ
ー
ズ
の
実
写
映
画
化
が

決
定
。
原
作
は
、
作
者
自
身

の
死
別
経
験
に
基
づ
き
執
筆

さ
れ
た
も
の
。
就
職
に
失
敗

し
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
葬
儀
社
で

見
習
い
と
な
り
、
厳
格
な
先

輩
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に「
最

高
の
葬
儀
」
を
目
指
す
感
動

の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
人
葬
祭
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

清
水
美
空
役
は
、
映
画
『
ゴ

ジ
ラ
1
・
0
』
や
連
続
テ
レ
ビ

小
説
『
ら
ん
ま
ん
』で
ヒ
ロ
イ

ン
を
務
め
た
浜
辺
美
波
。日
々

成
長
し
て
い
く
役
柄
を
演
じ

る
浜
辺
は
、「
死
と
向
き
合
う

こ
と
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、

自
身
の
感
情
を
大
切
に
演
じ

た
」と
語
り
、「
お
別
れ
は
悲

し
い
が
前
向
き
で
温
か
く
、

周
り
の
人
を
大
切
に
し
た
い

と
感
じ
る
作
品
」と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

美
空
を
指
導
す
る
先
輩
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
漆
原
礼
二
役
は
、

S
n
o
w
M
a
n
の
メ
ン
バ
ー

で
、『
s
i
l
e
n
t
』(

フ
ジ

テ
レ
ビ)

や
映
画
『
わ
た
し
の

幸
せ
な
結
婚
』
な
ど
で
俳
優

と
し
て
も
活
躍
す
る
目
黒
蓮
。

劇
中
で
は
漆
原
の
過
去
に
も

焦
点
を
。
目
黒
は「
お
別
れ

は
悲
し
い
が
希
望
も
あ
る
。

ま
た
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
考
え
は
素
敵
」と
述

べ
、「
別
れ
を
現
実
的
に
感
じ

さ
せ
、観
後
に
自
身
の
人
生

や
人
と
の
接
し
方
が
変
わ
る

よ
う
な
作
品
」と
語
っ
て
い
る
。

　
監
督
は
『
ぼ
く
は
明
日
、

昨
日
の
き
み
と
デ
ー
ト
す
る
』

な
ど
の
三
木
孝
浩
。
脚
本
は

『
ひ
よ
っ
こ
』
な
ど
を
手
掛
け

た
岡
田
惠
和
監
修
の
も
と
、

本
田
隆
朗
が
担
当
す
る
。

(3)  
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率先励行   葬儀会館の取組み

2
0
2
5
年
4
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
花
安)

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

若者に
夢を託して
遺贈寄付

（女性 40代 みーのすけ）

訃報欄
見慣れた顔が
ペン持たせ

（男性 60代 かのカッチャン）

ケンカして
また書き換える
遺言書

（男性 60代 なるほどマン）

塩
か
け
地
蔵
ま
つ
り
を
開
催

智
福
寺
と
の
共
催
マ
キ
ノ
祭

典
（
東
京
都
）
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
心
と

身
体
の
健
康
祈
願
を
行
う
「
塩
か

け
地
蔵
ま
つ
り
」
を
開
催
。「
痛

い
と
こ
ろ
、
治
し
た
い
と
こ
ろ
に

塩
を
す
り
込
む
」
と
良
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
「
塩
か
け
地
蔵
」

が
智
福
寺
に
は
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
方
が

塩
を
か
け
、祈
り
を
捧
げ
た
結
果
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の

健
康
を
祈
り
、
願
い
ご
と
と
共
に

お
参
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
野
菜
や
お
茶
な
ど
、
地

元
の
新
鮮
な
産
品
や
手
作
り
の

品
々
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
も
あ

わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
・
ミ
ツ
バ
チ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
屋
上
空

間
を
提
供

　
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
（
北
海

道
）
は
、
N
P
O
法
人
サ
ッ
ポ
ロ
・

ミ
ツ
バ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通

称
：
さ
っ
ぱ
ち
）
の
ミ
ツ
バ
チ
の

飼
育
と
そ
の
活
用
、
札
幌
市
内

の
緑
化
活
動
の
理
念
に
賛
同
し

て
法
人
会
員
と
な
り
、
札
幌
市

中
央
区
に
あ
る
誠
心
堂
本
店
の

屋
上
を
養
蜂
の
場
所
と
し
て
提

供
い
た
し
ま
し
た
。
4
月
1
3
日

に
、
都
市
型
養
蜂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
っ
ぱ
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
が
設

置
さ
れ
、
養
蜂
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
蜂
蜜
の
収
穫
を
楽
し
み

に
、
近
隣
の
花
の
蜜
を
集
め
て
飛

び
交
う
ミ
ツ
バ
チ
を
大
切
に
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い

棺
を
よ
り
身
近
に

　
株
式
会
社
テ
ィ
ア
（
愛
知
県
）

と
、
葬
儀
具
ブ
ラ
ン
ド

G
R
A
V
E
T
O
K
Y
O
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
棺
と
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
葬
儀
具
を
発
売
す
る
こ
と

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
本
商
品
は
、
カ
ラ
フ
ル
で
ポ
ッ

プ
な
デ
ザ
イ
ン
の
葬
儀
具
で
す
。

従
来
の
葬
儀
具
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
し
、
送
ら
れ
る
方
の
人
生
を

「
幸
せ
な
最
期
（
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
）」
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
や
、
送
る
方
の
気
持
ち
を
一

層
、
込
め
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
優
良
法
人

2
0
2
5
に
認
定

　
株
式
会
社
花
安（
新
潟
県
）は
、

健
康
経
営
優
良
法
人
2
0
2
5

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
。

さ
ら
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ

た
中
小
規
模
法
人
と
し
て「
ブ
ラ

イ
ト
5
0
0
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
の
経
営
理
念
に
は
「
過
去

の
縁
、
現
在
の
縁
、
未
来
の
縁
を

つ
な
ぐ
」
が
あ
り
、
地
域
や
お
客

様
だ
け
で
な
く
社
員
と
そ
の
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
を
築
き
、
そ

し
て
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を
成
長

さ
せ
な
が
ら
地
域
と
の
縁
で
つ
な

が
る
こ
と
で
す
。
仕
事
を
通
じ
て

自
己
を
磨
き
、生
き
が
い
を
感
じ
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
。

そ
の
積
み
重
ね
が
企
業
全
体
の
成

長
、
地
域
の
成
長
へ
と
繋
が
り
ま

す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く

豊
か
で
健
康
な
人
生
を
歩
ん
で
い

け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
誰
も
が

安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

大
切
に
し
、
持
続
的
な
発
展
を
目

指
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
健
康
経

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

2025年 2月 7日
PR TIMES(GRAVETOKYO)

2
0
2
5
年
4
月
2
5
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
ま
き
の
）

2
0
2
5
年
5
月
8
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
）

(6)  (6)  

●
亡
く
な
っ
た
祖
父
と
の
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
涙
を
流
し
、

会
場
が
し
ん
み
り
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
出
棺
の
際
、祖
父
の
姉
が「
〇

〇
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
…
そ
し
て
…
借
り
て
た
お
金

の
事
は
、
静
か
に
お
墓
ま
で

持
っ
て
行
っ
て
ね
」と
小
さ
く

つ
ぶ
や
い
た
の
を
後
ろ
に
い
た

私
は
確
か
に
聞
い
た
！

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
小

学
二
年
生
の
息
子
が
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
棺
を
閉
じ
る
前
、

使
っ
て
い
た
ス
マ
ホ
と
充
電
器

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
見

て
母
親
が
慌
て
て
制
止
。「
あ

の
世
で
も
L
I
N
E
す
る
つ
も

り
か
し
ら
？
」と
親
戚
が
声
に

出
し
た
こ
と
で
、
最
後
の
お
別

れ
が
じ
ん
わ
り
し
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　「
親
の
加
入
し
て
い
る
生

命
保
険
を
子
ど
も
が
知
ら

な
い
ま
ま
親
が
亡
く
な
り
、

保
険
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ

た
人
が
い
ま
す
」
そ
う
話
す

の
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
高
山
一
恵
さ

ん
。「
生
命
保
険
に
入
っ
て

る
な
ん
て
親
か
ら
聞
い
た
こ

と
が
な
い
」と
言
う
A
さ
ん
。

親
の
死
か
ら
数
年
後
に
実

家
を
片
づ
け
て
い
た
ら
、
保

険
証
券
が
出
て
き
た
。
保
険

金
は
5
0
0
万
円
。
あ
わ
て

て
保
険
会
社
に
連
絡
し
た

が
、
時
効
だ
と
言
わ
れ
、
保

険
金
は
受
け
取
れ
な
か
っ

た
。

　「
生
命
保
険
の
死
亡
保
険

金
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
か

ら
原
則
3
年
、
か
ん
ぽ
生
命

は
5
年
で
請
求
権
が
失
効

し
ま
す
」（
高
山
さ
ん
、
以

下
同
）
親
が
加
入
中
の
保
険

を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る

人
は
案
外
少
な
い
の
で
は
。

「
お
金
の
話
は
し
づ
ら
い
」
な

ど
と
躊
躇
し
て
い
る
と
、
A

さ
ん
の
よ
う
に
親
の
保
険
を

ム
ダ
に
す
る
こ
と
に
も
…

　「
多
い
の
は
『
保
険
に
は

入
っ
て
い
る
』
と
聞
い
て
い

て
も
、
保
険
証
券
が
見
つ
か

ら
な
い
ケ
ー
ス
で
す
」。
親
が

亡
く
な
っ
た
り
認
知
症
に

な
っ
た
後
で
は
、
保
険
証
券

の
保
管
場
所
を
聞
き
出
せ
な

い
。
思
い
つ
く
限
り
を
捜
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

「
ま
ず
は
郵
便
物
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
保

険
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
」
勧
誘

や
案
内
な
ど
も
住
所
を
知
ら

な
い
と
送
れ
な
い
。
郵
便
物

が
あ
る
な
ら
、
何
ら
か
の
契

約
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　「
次
は
、
通
帳
な
ど
で
保

険
会
社
関
連
の
履
歴
が
な
い

か
、
調
べ
ま
し
ょ
う
」
保
険

料
の
引
き
落
と
し
や
保
険
金

の
入
金
な
ど
が
あ
れ
ば
、
保
険

会
社
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

　「
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
生
命
保
険
協
会
の
『
生

命
保
険
契
約
照
会
制
度
』
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
」
生
命
保

険
協
会
と
は
、
申
請
書
や
戸

籍
等
の
必
要
書
類
を
添
え
て

ネ
ッ
ト
か
郵
送
で
申
し
込
む

と
、
生
命
保
険
協
会
の
会
員

約
4
0
社
に
契
約
の
有
無
を

調
べ
て
く
れ
る
、い
わ
ば
「
保

険
の
探
偵
」
だ
。
利
用
料
は
3

千
円
。
約
2
週
間
で
生
命
保

険
会
社
名
が
ず
ら
り
と
並
び
、

契
約
が
あ
れ
ば
〇
、
な
け
れ

ば
×
が
つ
い
た
書
類
が
届
く
。

そ
の
後
、〇
の
つ
い
た
保
険
会

社
に
自
分
で
連
絡
す
る
と
よ

い
。

　
た
だ
し
、
共
済
や
少
額
短

期
保
険
な
ど
は
生
命
保
険
協

会
の
会
員
で
は
な
く
、
照
会
制

度
の
対
象
外
だ
。
す
べ
て
の
保

険
会
社
を
調
べ
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。「
親
が
元
気
な
う

ち
に
、
加
入
中
の
保
険
会
社

名
や
、
保
険
証
券
の
あ
り
か

な
ど
を
聞
い
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
」

保
険
証
券
が
見
つ
か
ら
な
い

時
の
対
処
法

2
0
2
5
年
5
月
1
日

マ
イ
ナ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日
　
女
性
自
身

4142

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が

W
主
演
で
葬
祭
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
映
画
『
ほ
ど
な

く
、
お
別
れ
で
す
』

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が
、

2
0
2
6
年
2
月
公
開
予
定

の
映
画
『
ほ
ど
な
く
、お
別

れ
で
す
』で
ダ
ブ
ル
主
演
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小

学
館
文
庫
小
説
賞
の
大
賞
受

賞
作
で
あ
り
、
長
月
天
音
の

デ
ビ
ュ
ー
作
で
も
あ
る
小
説

『
ほ
ど
な
く
、お
別
れ
で
す
』

シ
リ
ー
ズ
の
実
写
映
画
化
が

決
定
。
原
作
は
、
作
者
自
身

の
死
別
経
験
に
基
づ
き
執
筆

さ
れ
た
も
の
。
就
職
に
失
敗

し
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
葬
儀
社
で

見
習
い
と
な
り
、
厳
格
な
先

輩
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に「
最

高
の
葬
儀
」
を
目
指
す
感
動

の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
人
葬
祭
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

清
水
美
空
役
は
、
映
画
『
ゴ

ジ
ラ
1
・
0
』
や
連
続
テ
レ
ビ

小
説
『
ら
ん
ま
ん
』で
ヒ
ロ
イ

ン
を
務
め
た
浜
辺
美
波
。日
々

成
長
し
て
い
く
役
柄
を
演
じ

る
浜
辺
は
、「
死
と
向
き
合
う

こ
と
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、

自
身
の
感
情
を
大
切
に
演
じ

た
」と
語
り
、「
お
別
れ
は
悲

し
い
が
前
向
き
で
温
か
く
、

周
り
の
人
を
大
切
に
し
た
い

と
感
じ
る
作
品
」と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

美
空
を
指
導
す
る
先
輩
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
漆
原
礼
二
役
は
、

S
n
o
w
M
a
n
の
メ
ン
バ
ー

で
、『
s
i
l
e
n
t
』(

フ
ジ

テ
レ
ビ)

や
映
画
『
わ
た
し
の

幸
せ
な
結
婚
』
な
ど
で
俳
優

と
し
て
も
活
躍
す
る
目
黒
蓮
。

劇
中
で
は
漆
原
の
過
去
に
も

焦
点
を
。
目
黒
は「
お
別
れ

は
悲
し
い
が
希
望
も
あ
る
。

ま
た
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
考
え
は
素
敵
」と
述

べ
、「
別
れ
を
現
実
的
に
感
じ

さ
せ
、観
後
に
自
身
の
人
生

や
人
と
の
接
し
方
が
変
わ
る

よ
う
な
作
品
」と
語
っ
て
い
る
。

　
監
督
は
『
ぼ
く
は
明
日
、

昨
日
の
き
み
と
デ
ー
ト
す
る
』

な
ど
の
三
木
孝
浩
。
脚
本
は

『
ひ
よ
っ
こ
』
な
ど
を
手
掛
け

た
岡
田
惠
和
監
修
の
も
と
、

本
田
隆
朗
が
担
当
す
る
。

(3)  

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

率先励行   葬儀会館の取組み

2
0
2
5
年
4
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
花
安)

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

若者に
夢を託して
遺贈寄付

（女性 40代 みーのすけ）

訃報欄
見慣れた顔が
ペン持たせ

（男性 60代 かのカッチャン）

ケンカして
また書き換える
遺言書

（男性 60代 なるほどマン）

塩
か
け
地
蔵
ま
つ
り
を
開
催

智
福
寺
と
の
共
催
マ
キ
ノ
祭

典
（
東
京
都
）
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
心
と

身
体
の
健
康
祈
願
を
行
う
「
塩
か

け
地
蔵
ま
つ
り
」
を
開
催
。「
痛

い
と
こ
ろ
、
治
し
た
い
と
こ
ろ
に

塩
を
す
り
込
む
」
と
良
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
「
塩
か
け
地
蔵
」

が
智
福
寺
に
は
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
方
が

塩
を
か
け
、祈
り
を
捧
げ
た
結
果
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の

健
康
を
祈
り
、
願
い
ご
と
と
共
に

お
参
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
野
菜
や
お
茶
な
ど
、
地

元
の
新
鮮
な
産
品
や
手
作
り
の

品
々
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
も
あ

わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
・
ミ
ツ
バ
チ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
屋
上
空

間
を
提
供

　
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
（
北
海

道
）
は
、
N
P
O
法
人
サ
ッ
ポ
ロ
・

ミ
ツ
バ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通

称
：
さ
っ
ぱ
ち
）
の
ミ
ツ
バ
チ
の

飼
育
と
そ
の
活
用
、
札
幌
市
内

の
緑
化
活
動
の
理
念
に
賛
同
し

て
法
人
会
員
と
な
り
、
札
幌
市

中
央
区
に
あ
る
誠
心
堂
本
店
の

屋
上
を
養
蜂
の
場
所
と
し
て
提

供
い
た
し
ま
し
た
。
4
月
1
3
日

に
、
都
市
型
養
蜂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
っ
ぱ
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
が
設

置
さ
れ
、
養
蜂
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
蜂
蜜
の
収
穫
を
楽
し
み

に
、
近
隣
の
花
の
蜜
を
集
め
て
飛

び
交
う
ミ
ツ
バ
チ
を
大
切
に
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い

棺
を
よ
り
身
近
に

　
株
式
会
社
テ
ィ
ア
（
愛
知
県
）

と
、
葬
儀
具
ブ
ラ
ン
ド

G
R
A
V
E
T
O
K
Y
O
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
棺
と
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
葬
儀
具
を
発
売
す
る
こ
と

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
本
商
品
は
、
カ
ラ
フ
ル
で
ポ
ッ

プ
な
デ
ザ
イ
ン
の
葬
儀
具
で
す
。

従
来
の
葬
儀
具
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
し
、
送
ら
れ
る
方
の
人
生
を

「
幸
せ
な
最
期
（
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
）」
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
や
、
送
る
方
の
気
持
ち
を
一

層
、
込
め
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
優
良
法
人

2
0
2
5
に
認
定

　
株
式
会
社
花
安（
新
潟
県
）は
、

健
康
経
営
優
良
法
人
2
0
2
5

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
。

さ
ら
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ

た
中
小
規
模
法
人
と
し
て「
ブ
ラ

イ
ト
5
0
0
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
の
経
営
理
念
に
は
「
過
去

の
縁
、
現
在
の
縁
、
未
来
の
縁
を

つ
な
ぐ
」
が
あ
り
、
地
域
や
お
客

様
だ
け
で
な
く
社
員
と
そ
の
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
を
築
き
、
そ

し
て
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を
成
長

さ
せ
な
が
ら
地
域
と
の
縁
で
つ
な

が
る
こ
と
で
す
。
仕
事
を
通
じ
て

自
己
を
磨
き
、生
き
が
い
を
感
じ
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
。

そ
の
積
み
重
ね
が
企
業
全
体
の
成

長
、
地
域
の
成
長
へ
と
繋
が
り
ま

す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く

豊
か
で
健
康
な
人
生
を
歩
ん
で
い

け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
誰
も
が

安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

大
切
に
し
、
持
続
的
な
発
展
を
目

指
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
健
康
経

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

2025年 2月 7日
PR TIMES(GRAVETOKYO)

2
0
2
5
年
4
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2
5
日

P
R
T
I
M
E
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2
0
2
5
年
5
月
8
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
）



(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

昭
和
四
十
三
年（
一
九
六
八
年
）

平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
年
）

慶
安
四
年（
一
六
五
一
年
）

平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
年
）

平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

大
正
十
五
年（
一
九
二
六
年
）

昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
年
）

慶
長
二
十
年（
一
六
一
五
年
）

平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
年
）

平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
年
）

天
正
十
一
年（
一
五
八
三
年
）

文
治
五
年（
一
一
八
九
年
）

平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
年
）

宝
永
七
年（
一
七
一
〇
年
）

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
年
）

明
治
二
年（
一
八
六
九
年
）

天
正
十
年（
一
五
八
二
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
年
）

弘
化
三
年（
一
八
四
六
年
）

平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

寛
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(6)  (6)  

●
亡
く
な
っ
た
祖
父
と
の
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
涙
を
流
し
、

会
場
が
し
ん
み
り
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
出
棺
の
際
、祖
父
の
姉
が「
〇

〇
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
…
そ
し
て
…
借
り
て
た
お
金

の
事
は
、
静
か
に
お
墓
ま
で

持
っ
て
行
っ
て
ね
」と
小
さ
く

つ
ぶ
や
い
た
の
を
後
ろ
に
い
た

私
は
確
か
に
聞
い
た
！

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
小

学
二
年
生
の
息
子
が
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
棺
を
閉
じ
る
前
、

使
っ
て
い
た
ス
マ
ホ
と
充
電
器

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
見

て
母
親
が
慌
て
て
制
止
。「
あ

の
世
で
も
L
I
N
E
す
る
つ
も

り
か
し
ら
？
」と
親
戚
が
声
に

出
し
た
こ
と
で
、
最
後
の
お
別

れ
が
じ
ん
わ
り
し
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　「
親
の
加
入
し
て
い
る
生

命
保
険
を
子
ど
も
が
知
ら

な
い
ま
ま
親
が
亡
く
な
り
、

保
険
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ

た
人
が
い
ま
す
」
そ
う
話
す

の
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
高
山
一
恵
さ

ん
。「
生
命
保
険
に
入
っ
て

る
な
ん
て
親
か
ら
聞
い
た
こ

と
が
な
い
」と
言
う
A
さ
ん
。

親
の
死
か
ら
数
年
後
に
実

家
を
片
づ
け
て
い
た
ら
、
保

険
証
券
が
出
て
き
た
。
保
険

金
は
5
0
0
万
円
。
あ
わ
て

て
保
険
会
社
に
連
絡
し
た

が
、
時
効
だ
と
言
わ
れ
、
保

険
金
は
受
け
取
れ
な
か
っ

た
。

　「
生
命
保
険
の
死
亡
保
険

金
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
か

ら
原
則
3
年
、
か
ん
ぽ
生
命

は
5
年
で
請
求
権
が
失
効

し
ま
す
」（
高
山
さ
ん
、
以

下
同
）
親
が
加
入
中
の
保
険

を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る

人
は
案
外
少
な
い
の
で
は
。

「
お
金
の
話
は
し
づ
ら
い
」
な

ど
と
躊
躇
し
て
い
る
と
、
A

さ
ん
の
よ
う
に
親
の
保
険
を

ム
ダ
に
す
る
こ
と
に
も
…

　「
多
い
の
は
『
保
険
に
は

入
っ
て
い
る
』
と
聞
い
て
い

て
も
、
保
険
証
券
が
見
つ
か

ら
な
い
ケ
ー
ス
で
す
」。
親
が

亡
く
な
っ
た
り
認
知
症
に

な
っ
た
後
で
は
、
保
険
証
券

の
保
管
場
所
を
聞
き
出
せ
な

い
。
思
い
つ
く
限
り
を
捜
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

「
ま
ず
は
郵
便
物
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
保

険
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
」
勧
誘

や
案
内
な
ど
も
住
所
を
知
ら

な
い
と
送
れ
な
い
。
郵
便
物

が
あ
る
な
ら
、
何
ら
か
の
契

約
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　「
次
は
、
通
帳
な
ど
で
保

険
会
社
関
連
の
履
歴
が
な
い

か
、
調
べ
ま
し
ょ
う
」
保
険

料
の
引
き
落
と
し
や
保
険
金

の
入
金
な
ど
が
あ
れ
ば
、
保
険

会
社
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

　「
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
生
命
保
険
協
会
の
『
生

命
保
険
契
約
照
会
制
度
』
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
」
生
命
保

険
協
会
と
は
、
申
請
書
や
戸

籍
等
の
必
要
書
類
を
添
え
て

ネ
ッ
ト
か
郵
送
で
申
し
込
む

と
、
生
命
保
険
協
会
の
会
員

約
4
0
社
に
契
約
の
有
無
を

調
べ
て
く
れ
る
、い
わ
ば
「
保

険
の
探
偵
」
だ
。
利
用
料
は
3

千
円
。
約
2
週
間
で
生
命
保

険
会
社
名
が
ず
ら
り
と
並
び
、

契
約
が
あ
れ
ば
〇
、
な
け
れ

ば
×
が
つ
い
た
書
類
が
届
く
。

そ
の
後
、〇
の
つ
い
た
保
険
会

社
に
自
分
で
連
絡
す
る
と
よ

い
。

　
た
だ
し
、
共
済
や
少
額
短

期
保
険
な
ど
は
生
命
保
険
協

会
の
会
員
で
は
な
く
、
照
会
制

度
の
対
象
外
だ
。
す
べ
て
の
保

険
会
社
を
調
べ
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。「
親
が
元
気
な
う

ち
に
、
加
入
中
の
保
険
会
社

名
や
、
保
険
証
券
の
あ
り
か

な
ど
を
聞
い
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
」

保
険
証
券
が
見
つ
か
ら
な
い

時
の
対
処
法

2
0
2
5
年
5
月
1
日

マ
イ
ナ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日
　
女
性
自
身

4142

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が

W
主
演
で
葬
祭
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
映
画
『
ほ
ど
な

く
、
お
別
れ
で
す
』

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が
、

2
0
2
6
年
2
月
公
開
予
定

の
映
画
『
ほ
ど
な
く
、お
別

れ
で
す
』で
ダ
ブ
ル
主
演
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小

学
館
文
庫
小
説
賞
の
大
賞
受

賞
作
で
あ
り
、
長
月
天
音
の

デ
ビ
ュ
ー
作
で
も
あ
る
小
説

『
ほ
ど
な
く
、お
別
れ
で
す
』

シ
リ
ー
ズ
の
実
写
映
画
化
が

決
定
。
原
作
は
、
作
者
自
身

の
死
別
経
験
に
基
づ
き
執
筆

さ
れ
た
も
の
。
就
職
に
失
敗

し
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
葬
儀
社
で

見
習
い
と
な
り
、
厳
格
な
先

輩
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に「
最

高
の
葬
儀
」
を
目
指
す
感
動

の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
人
葬
祭
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

清
水
美
空
役
は
、
映
画
『
ゴ

ジ
ラ
1
・
0
』
や
連
続
テ
レ
ビ

小
説
『
ら
ん
ま
ん
』で
ヒ
ロ
イ

ン
を
務
め
た
浜
辺
美
波
。日
々

成
長
し
て
い
く
役
柄
を
演
じ

る
浜
辺
は
、「
死
と
向
き
合
う

こ
と
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、

自
身
の
感
情
を
大
切
に
演
じ

た
」と
語
り
、「
お
別
れ
は
悲

し
い
が
前
向
き
で
温
か
く
、

周
り
の
人
を
大
切
に
し
た
い

と
感
じ
る
作
品
」と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

美
空
を
指
導
す
る
先
輩
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
漆
原
礼
二
役
は
、

S
n
o
w
M
a
n
の
メ
ン
バ
ー

で
、『
s
i
l
e
n
t
』(

フ
ジ

テ
レ
ビ)

や
映
画
『
わ
た
し
の

幸
せ
な
結
婚
』
な
ど
で
俳
優

と
し
て
も
活
躍
す
る
目
黒
蓮
。

劇
中
で
は
漆
原
の
過
去
に
も

焦
点
を
。
目
黒
は「
お
別
れ

は
悲
し
い
が
希
望
も
あ
る
。

ま
た
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
考
え
は
素
敵
」と
述

べ
、「
別
れ
を
現
実
的
に
感
じ

さ
せ
、観
後
に
自
身
の
人
生

や
人
と
の
接
し
方
が
変
わ
る

よ
う
な
作
品
」と
語
っ
て
い
る
。

　
監
督
は
『
ぼ
く
は
明
日
、

昨
日
の
き
み
と
デ
ー
ト
す
る
』

な
ど
の
三
木
孝
浩
。
脚
本
は

『
ひ
よ
っ
こ
』
な
ど
を
手
掛
け

た
岡
田
惠
和
監
修
の
も
と
、

本
田
隆
朗
が
担
当
す
る
。

(3)  

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

率先励行   葬儀会館の取組み

2
0
2
5
年
4
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
花
安)

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

若者に
夢を託して
遺贈寄付

（女性 40代 みーのすけ）

訃報欄
見慣れた顔が
ペン持たせ

（男性 60代 かのカッチャン）

ケンカして
また書き換える
遺言書

（男性 60代 なるほどマン）

塩
か
け
地
蔵
ま
つ
り
を
開
催

智
福
寺
と
の
共
催
マ
キ
ノ
祭

典
（
東
京
都
）
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
心
と

身
体
の
健
康
祈
願
を
行
う
「
塩
か

け
地
蔵
ま
つ
り
」
を
開
催
。「
痛

い
と
こ
ろ
、
治
し
た
い
と
こ
ろ
に

塩
を
す
り
込
む
」
と
良
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
「
塩
か
け
地
蔵
」

が
智
福
寺
に
は
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
方
が

塩
を
か
け
、祈
り
を
捧
げ
た
結
果
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の

健
康
を
祈
り
、
願
い
ご
と
と
共
に

お
参
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
野
菜
や
お
茶
な
ど
、
地

元
の
新
鮮
な
産
品
や
手
作
り
の

品
々
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
も
あ

わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
・
ミ
ツ
バ
チ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
屋
上
空

間
を
提
供

　
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
（
北
海

道
）
は
、
N
P
O
法
人
サ
ッ
ポ
ロ
・

ミ
ツ
バ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通

称
：
さ
っ
ぱ
ち
）
の
ミ
ツ
バ
チ
の

飼
育
と
そ
の
活
用
、
札
幌
市
内

の
緑
化
活
動
の
理
念
に
賛
同
し

て
法
人
会
員
と
な
り
、
札
幌
市

中
央
区
に
あ
る
誠
心
堂
本
店
の

屋
上
を
養
蜂
の
場
所
と
し
て
提

供
い
た
し
ま
し
た
。
4
月
1
3
日

に
、
都
市
型
養
蜂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
っ
ぱ
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
が
設

置
さ
れ
、
養
蜂
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
蜂
蜜
の
収
穫
を
楽
し
み

に
、
近
隣
の
花
の
蜜
を
集
め
て
飛

び
交
う
ミ
ツ
バ
チ
を
大
切
に
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い

棺
を
よ
り
身
近
に

　
株
式
会
社
テ
ィ
ア
（
愛
知
県
）

と
、
葬
儀
具
ブ
ラ
ン
ド

G
R
A
V
E
T
O
K
Y
O
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
棺
と
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
葬
儀
具
を
発
売
す
る
こ
と

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
本
商
品
は
、
カ
ラ
フ
ル
で
ポ
ッ

プ
な
デ
ザ
イ
ン
の
葬
儀
具
で
す
。

従
来
の
葬
儀
具
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
し
、
送
ら
れ
る
方
の
人
生
を

「
幸
せ
な
最
期
（
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
）」
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
や
、
送
る
方
の
気
持
ち
を
一

層
、
込
め
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
優
良
法
人

2
0
2
5
に
認
定

　
株
式
会
社
花
安（
新
潟
県
）は
、

健
康
経
営
優
良
法
人
2
0
2
5

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
。

さ
ら
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ

た
中
小
規
模
法
人
と
し
て「
ブ
ラ

イ
ト
5
0
0
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
の
経
営
理
念
に
は
「
過
去

の
縁
、
現
在
の
縁
、
未
来
の
縁
を

つ
な
ぐ
」
が
あ
り
、
地
域
や
お
客

様
だ
け
で
な
く
社
員
と
そ
の
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
を
築
き
、
そ

し
て
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を
成
長

さ
せ
な
が
ら
地
域
と
の
縁
で
つ
な

が
る
こ
と
で
す
。
仕
事
を
通
じ
て

自
己
を
磨
き
、生
き
が
い
を
感
じ
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
。

そ
の
積
み
重
ね
が
企
業
全
体
の
成

長
、
地
域
の
成
長
へ
と
繋
が
り
ま

す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く

豊
か
で
健
康
な
人
生
を
歩
ん
で
い

け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
誰
も
が

安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

大
切
に
し
、
持
続
的
な
発
展
を
目

指
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
健
康
経

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

2025年 2月 7日
PR TIMES(GRAVETOKYO)

2
0
2
5
年
4
月
2
5
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
ま
き
の
）

2
0
2
5
年
5
月
8
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
）

(6)  (6)  

●
亡
く
な
っ
た
祖
父
と
の
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
涙
を
流
し
、

会
場
が
し
ん
み
り
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
出
棺
の
際
、祖
父
の
姉
が「
〇

〇
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
…
そ
し
て
…
借
り
て
た
お
金

の
事
は
、
静
か
に
お
墓
ま
で

持
っ
て
行
っ
て
ね
」と
小
さ
く

つ
ぶ
や
い
た
の
を
後
ろ
に
い
た

私
は
確
か
に
聞
い
た
！

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
小

学
二
年
生
の
息
子
が
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
棺
を
閉
じ
る
前
、

使
っ
て
い
た
ス
マ
ホ
と
充
電
器

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
見

て
母
親
が
慌
て
て
制
止
。「
あ

の
世
で
も
L
I
N
E
す
る
つ
も

り
か
し
ら
？
」と
親
戚
が
声
に

出
し
た
こ
と
で
、
最
後
の
お
別

れ
が
じ
ん
わ
り
し
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　「
親
の
加
入
し
て
い
る
生

命
保
険
を
子
ど
も
が
知
ら

な
い
ま
ま
親
が
亡
く
な
り
、

保
険
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ

た
人
が
い
ま
す
」
そ
う
話
す

の
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
高
山
一
恵
さ

ん
。「
生
命
保
険
に
入
っ
て

る
な
ん
て
親
か
ら
聞
い
た
こ

と
が
な
い
」と
言
う
A
さ
ん
。

親
の
死
か
ら
数
年
後
に
実

家
を
片
づ
け
て
い
た
ら
、
保

険
証
券
が
出
て
き
た
。
保
険

金
は
5
0
0
万
円
。
あ
わ
て

て
保
険
会
社
に
連
絡
し
た

が
、
時
効
だ
と
言
わ
れ
、
保

険
金
は
受
け
取
れ
な
か
っ

た
。

　「
生
命
保
険
の
死
亡
保
険

金
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
か

ら
原
則
3
年
、
か
ん
ぽ
生
命

は
5
年
で
請
求
権
が
失
効

し
ま
す
」（
高
山
さ
ん
、
以

下
同
）
親
が
加
入
中
の
保
険

を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る

人
は
案
外
少
な
い
の
で
は
。

「
お
金
の
話
は
し
づ
ら
い
」
な

ど
と
躊
躇
し
て
い
る
と
、
A

さ
ん
の
よ
う
に
親
の
保
険
を

ム
ダ
に
す
る
こ
と
に
も
…

　「
多
い
の
は
『
保
険
に
は

入
っ
て
い
る
』
と
聞
い
て
い

て
も
、
保
険
証
券
が
見
つ
か

ら
な
い
ケ
ー
ス
で
す
」。
親
が

亡
く
な
っ
た
り
認
知
症
に

な
っ
た
後
で
は
、
保
険
証
券

の
保
管
場
所
を
聞
き
出
せ
な

い
。
思
い
つ
く
限
り
を
捜
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

「
ま
ず
は
郵
便
物
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
保

険
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
」
勧
誘

や
案
内
な
ど
も
住
所
を
知
ら

な
い
と
送
れ
な
い
。
郵
便
物

が
あ
る
な
ら
、
何
ら
か
の
契

約
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　「
次
は
、
通
帳
な
ど
で
保

険
会
社
関
連
の
履
歴
が
な
い

か
、
調
べ
ま
し
ょ
う
」
保
険

料
の
引
き
落
と
し
や
保
険
金

の
入
金
な
ど
が
あ
れ
ば
、
保
険

会
社
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

　「
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
生
命
保
険
協
会
の
『
生

命
保
険
契
約
照
会
制
度
』
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
」
生
命
保

険
協
会
と
は
、
申
請
書
や
戸

籍
等
の
必
要
書
類
を
添
え
て

ネ
ッ
ト
か
郵
送
で
申
し
込
む

と
、
生
命
保
険
協
会
の
会
員

約
4
0
社
に
契
約
の
有
無
を

調
べ
て
く
れ
る
、い
わ
ば
「
保

険
の
探
偵
」
だ
。
利
用
料
は
3

千
円
。
約
2
週
間
で
生
命
保

険
会
社
名
が
ず
ら
り
と
並
び
、

契
約
が
あ
れ
ば
〇
、
な
け
れ

ば
×
が
つ
い
た
書
類
が
届
く
。

そ
の
後
、〇
の
つ
い
た
保
険
会

社
に
自
分
で
連
絡
す
る
と
よ

い
。

　
た
だ
し
、
共
済
や
少
額
短

期
保
険
な
ど
は
生
命
保
険
協

会
の
会
員
で
は
な
く
、
照
会
制

度
の
対
象
外
だ
。
す
べ
て
の
保

険
会
社
を
調
べ
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。「
親
が
元
気
な
う

ち
に
、
加
入
中
の
保
険
会
社

名
や
、
保
険
証
券
の
あ
り
か

な
ど
を
聞
い
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
」

保
険
証
券
が
見
つ
か
ら
な
い

時
の
対
処
法

2
0
2
5
年
5
月
1
日

マ
イ
ナ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日
　
女
性
自
身

4142

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が

W
主
演
で
葬
祭
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
映
画
『
ほ
ど
な

く
、
お
別
れ
で
す
』

浜
辺
美
波
と
目
黒
蓮
が
、

2
0
2
6
年
2
月
公
開
予
定

の
映
画
『
ほ
ど
な
く
、お
別

れ
で
す
』で
ダ
ブ
ル
主
演
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小

学
館
文
庫
小
説
賞
の
大
賞
受

賞
作
で
あ
り
、
長
月
天
音
の

デ
ビ
ュ
ー
作
で
も
あ
る
小
説

『
ほ
ど
な
く
、お
別
れ
で
す
』

シ
リ
ー
ズ
の
実
写
映
画
化
が

決
定
。
原
作
は
、
作
者
自
身

の
死
別
経
験
に
基
づ
き
執
筆

さ
れ
た
も
の
。
就
職
に
失
敗

し
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
葬
儀
社
で

見
習
い
と
な
り
、
厳
格
な
先

輩
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に「
最

高
の
葬
儀
」
を
目
指
す
感
動

の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
人
葬
祭
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

清
水
美
空
役
は
、
映
画
『
ゴ

ジ
ラ
1
・
0
』
や
連
続
テ
レ
ビ

小
説
『
ら
ん
ま
ん
』で
ヒ
ロ
イ

ン
を
務
め
た
浜
辺
美
波
。日
々

成
長
し
て
い
く
役
柄
を
演
じ

る
浜
辺
は
、「
死
と
向
き
合
う

こ
と
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、

自
身
の
感
情
を
大
切
に
演
じ

た
」と
語
り
、「
お
別
れ
は
悲

し
い
が
前
向
き
で
温
か
く
、

周
り
の
人
を
大
切
に
し
た
い

と
感
じ
る
作
品
」と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

美
空
を
指
導
す
る
先
輩
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
漆
原
礼
二
役
は
、

S
n
o
w
M
a
n
の
メ
ン
バ
ー

で
、『
s
i
l
e
n
t
』(

フ
ジ

テ
レ
ビ)

や
映
画
『
わ
た
し
の

幸
せ
な
結
婚
』
な
ど
で
俳
優

と
し
て
も
活
躍
す
る
目
黒
蓮
。

劇
中
で
は
漆
原
の
過
去
に
も

焦
点
を
。
目
黒
は「
お
別
れ

は
悲
し
い
が
希
望
も
あ
る
。

ま
た
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
考
え
は
素
敵
」と
述

べ
、「
別
れ
を
現
実
的
に
感
じ

さ
せ
、観
後
に
自
身
の
人
生

や
人
と
の
接
し
方
が
変
わ
る

よ
う
な
作
品
」と
語
っ
て
い
る
。

　
監
督
は
『
ぼ
く
は
明
日
、

昨
日
の
き
み
と
デ
ー
ト
す
る
』

な
ど
の
三
木
孝
浩
。
脚
本
は

『
ひ
よ
っ
こ
』
な
ど
を
手
掛
け

た
岡
田
惠
和
監
修
の
も
と
、

本
田
隆
朗
が
担
当
す
る
。

(3)  
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率先励行   葬儀会館の取組み

2
0
2
5
年
4
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
花
安)

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

若者に
夢を託して
遺贈寄付

（女性 40代 みーのすけ）

訃報欄
見慣れた顔が
ペン持たせ

（男性 60代 かのカッチャン）

ケンカして
また書き換える
遺言書

（男性 60代 なるほどマン）

塩
か
け
地
蔵
ま
つ
り
を
開
催

智
福
寺
と
の
共
催
マ
キ
ノ
祭

典
（
東
京
都
）
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
心
と

身
体
の
健
康
祈
願
を
行
う
「
塩
か

け
地
蔵
ま
つ
り
」
を
開
催
。「
痛

い
と
こ
ろ
、
治
し
た
い
と
こ
ろ
に

塩
を
す
り
込
む
」
と
良
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
「
塩
か
け
地
蔵
」

が
智
福
寺
に
は
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
方
が

塩
を
か
け
、祈
り
を
捧
げ
た
結
果
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の

健
康
を
祈
り
、
願
い
ご
と
と
共
に

お
参
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
野
菜
や
お
茶
な
ど
、
地

元
の
新
鮮
な
産
品
や
手
作
り
の

品
々
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
も
あ

わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
・
ミ
ツ
バ
チ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
屋
上
空

間
を
提
供

　
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
（
北
海

道
）
は
、
N
P
O
法
人
サ
ッ
ポ
ロ
・

ミ
ツ
バ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通

称
：
さ
っ
ぱ
ち
）
の
ミ
ツ
バ
チ
の

飼
育
と
そ
の
活
用
、
札
幌
市
内

の
緑
化
活
動
の
理
念
に
賛
同
し

て
法
人
会
員
と
な
り
、
札
幌
市

中
央
区
に
あ
る
誠
心
堂
本
店
の

屋
上
を
養
蜂
の
場
所
と
し
て
提

供
い
た
し
ま
し
た
。
4
月
1
3
日

に
、
都
市
型
養
蜂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
っ
ぱ
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
が
設

置
さ
れ
、
養
蜂
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
蜂
蜜
の
収
穫
を
楽
し
み

に
、
近
隣
の
花
の
蜜
を
集
め
て
飛

び
交
う
ミ
ツ
バ
チ
を
大
切
に
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い

棺
を
よ
り
身
近
に

　
株
式
会
社
テ
ィ
ア
（
愛
知
県
）

と
、
葬
儀
具
ブ
ラ
ン
ド

G
R
A
V
E
T
O
K
Y
O
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
棺
と
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
葬
儀
具
を
発
売
す
る
こ
と

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
本
商
品
は
、
カ
ラ
フ
ル
で
ポ
ッ

プ
な
デ
ザ
イ
ン
の
葬
儀
具
で
す
。

従
来
の
葬
儀
具
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
し
、
送
ら
れ
る
方
の
人
生
を

「
幸
せ
な
最
期
（
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
）」
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
や
、
送
る
方
の
気
持
ち
を
一

層
、
込
め
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
優
良
法
人

2
0
2
5
に
認
定

　
株
式
会
社
花
安（
新
潟
県
）は
、

健
康
経
営
優
良
法
人
2
0
2
5

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
に
認
定
。

さ
ら
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ

た
中
小
規
模
法
人
と
し
て「
ブ
ラ

イ
ト
5
0
0
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
の
経
営
理
念
に
は
「
過
去

の
縁
、
現
在
の
縁
、
未
来
の
縁
を

つ
な
ぐ
」
が
あ
り
、
地
域
や
お
客

様
だ
け
で
な
く
社
員
と
そ
の
ご
家

族
が
安
心
し
て
生
活
を
築
き
、
そ

し
て
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を
成
長

さ
せ
な
が
ら
地
域
と
の
縁
で
つ
な

が
る
こ
と
で
す
。
仕
事
を
通
じ
て

自
己
を
磨
き
、生
き
が
い
を
感
じ
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
。

そ
の
積
み
重
ね
が
企
業
全
体
の
成

長
、
地
域
の
成
長
へ
と
繋
が
り
ま

す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く

豊
か
で
健
康
な
人
生
を
歩
ん
で
い

け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
誰
も
が

安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

大
切
に
し
、
持
続
的
な
発
展
を
目

指
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
健
康
経

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

2025年 2月 7日
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2
0
2
5
年
4
月
2
5
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
ま
き
の
）

2
0
2
5
年
5
月
8
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
）



(2)  

2
0
2
4
年
8
月
3
1
日

現
代
メ
デ
イ
ア

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー『
思
考
の
整
理
学
』

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
外
山

滋
比
古
氏
。
我
が
道
を
往
き
、
自
分

の
頭
で
考
え
る
こ
と
を
実
践
し
続

け
て
私
は
8
6
歳
と
な
っ
た
。
そ
れ

な
り
に
納
得
の
い
く
人
生
を
歩
ん

で
き
た
と
い
う
満
足
感
は
あ
る
。
し

か
し
、
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
長
生
き

す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
人
生

5
0
年
く
ら
い
の
気
持
ち
で
生
き
て

き
た
と
こ
ろ
が
、
5
0
歳
を
過
ぎ
て

も
一
向
に
終
点
が
見
え
ず
、
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
定
年
を
過

ぎ
た
多
く
の
人
の
実
感
だ
ろ
う
。
さ

て
、こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
た
ら
い
い

の
か
、
と
考
え
て
い
る
時
に
こ
ん
な

俳
句
と
出
合
っ
た
。

浜
ま
で
は
海
女
も
蓑
着
る

時
雨
（
し
ぐ
れ
）
か
な

詠
ん
だ
の
は
江
戸
時
代
の
俳
人
、

滝
瓢
水
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
海
に
潜

る
海
女
が
、
雨
を
避
け
る
た
め
に
蓑

を
着
て
浜
に
向
か
う
。
ど
う
せ
海
に

入
れ
ば
濡
れ
て
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ

採
用
試
験
は
、

遺
体
安
置
所
に
1
0
分

中
国
・
乳
山
市
の
葬
儀
会
社
が

「
遺
体
安
置
所
管
理
者
」を
募
集
し
、

独
特
の
採
用
条
件
を
提
示
し
た
。

こ
の
職
種
の
月
給
は
2
2
0
0
元

（
約
4
万
5
0
0
0
円
）
で
、
面
接

に
進
む
に
は
低
温
管
理
さ
れ
た
遺

体
安
置
所
で
1
0
分
間
過
ご
す
試

験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
募
集
に
応
募
す
る
に
は
、

4
5
歳
以
下
の
男
性
で
あ
り
、
中

学
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る
こ

と
、
2
4
時
間
勤
務
や
夜
勤
に
対

応
で
き
る
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

7
0
元
（
約
1
4
0
0
円
）
の
試
験

料
を
支
払
い
、
遺
体
安
置
所
で

1
0
分
間
過
ご
す
現
場
試
験
が
必

須
と
な
る
。

　
今
回
の
求
人
は
、
中
国
の

S
N
S
上
で
瞬
く
間
に
拡
散
し
、

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。あ
る
ユ
ー
ザ
ー
は「
死

者
は
怖
く
な
い
が
、
給
料
が
幽
霊

よ
り
怖
い
」
と
皮
肉
を
込
め
て
コ
メ

ン
ト
し
た
。

最
後
の
最
後
ま
で
前
向
き
に
…

達
人
の
ス
ゴ
い
人
生
訓

蓑
を
着
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
浜
ま

で
は
濡
れ
ず
に
行
き
た
い
、
と
い
う

の
が
海
女
の
気
持
ち
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
間
は
、
少
し
で
も
自
分
を

愛
お
し
み
、
最
後
ま
で
努
力
を
重

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
こ
の
句
の
「
浜
」
を
「
死
」
と
捉

え
れ
ば
、一
層
味
わ
い
が
深
ま
る
。

ど
う
せ
仕
事
を
辞
め
た
ん
だ
か
ら
、

ど
う
せ
老
い
先
短
い
ん
だ
か
ら
、
と

投
げ
や
り
に
な
る
の
が
年
寄
り
の
一

番
よ
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
死
ぬ

時
ま
で
は
、
と
に
か
く
蓑
を
着
る
。

日
が
照
り
つ
け
れ
ば
日
傘
を
差
す
。

そ
う
し
て
最
後
の
最
後
ま
で
前
向

き
に
、
少
し
で
も
美
し
く
立
派
に

生
き
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
べ
き

な
の
で
あ
る
。

　
静
岡
市
葵
区
の
仏
具
店
「
法
月
」

が
、
遺
骨
手
元
供
養
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
愛
す
る
家
族
や
ペ
ッ

ト
の
遺
骨
を
近
く
に
置
き
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
遺
骨
を
粉
末
化

し
て
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
収
納
可
能

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
関
連
す
る
事

業
の
売
り
上
げ
は
、
開
始
か
ら
５
年

足
ら
ず
で
１
億
円
を
突
破
し
、
順
調

に
成
長
し
て
い
る
。

　
仏
壇
・
仏
具
の
製
造
を
柱
と
す
る

同
社
は
２
０
２
０
年
、
遺
骨
手
元
供

養
の
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
顧
客
か

ら
「
遺
骨
を
近
く
に
置
い
て
お
き
た

い
が
、
７
寸
サ
イ
ズ
の
骨
箱
だ
と
仏

壇
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
多
く

聞
き
、
悩
み
を
解
決
し
た
い
と
思
っ

た
と
い
う
。

遺
骨
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い

と
い
う
需
要
の
背
景
に
は
❶
距
離
的

に
離
れ
た
く
な
い
気
持
ち
❷
墓
が
遠

く
、
維
持
管
理
を
含
め
負
担
が
大
き

い
❸
人
間
関
係
の
も
つ
れ
で
墓
に
入

れ
た
く
な
い
―
な
ど
の
事
情
が
あ
る

と
い
う
。一
方
で
、
近
年
は
家
屋
の
ス

リ
ム
化
に
伴
い
、
仏
壇
も
コ
ン
パ
ク

ト
化
さ
れ
、
従
来
の
骨
箱
を
収
納
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
同
社
は
遺
骨
を
粉
末
化
す

る
こ
と
で
、一
般
的
な
７
寸
サ
イ
ズ

の
骨
箱
と
比
較
し
て
４
分
の
１
か
ら

５
分
の
１
に
抑
え
る
こ
と
を
実
現
し

た
。
真
空
包
装
で
長
期
保
存
も
可
能

に
し
た
。

　
２
４
年
１
０
月
に
は
、
静
岡
市
駿

河
区
の
徳
願
寺
境
内
に
納
骨
堂
「
み

も
る
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
納
骨

室
に
は
、コ
ン
パ
ク
ト
な
骨
箱
が
並

ぶ
。
従
来
の
大
き
な
骨
箱
だ
と
、
室

内
に
収
ま
る
全
体
量
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
客
単
価
を
上
げ
る
し
か
な

か
っ
た
が
、
大
量
収
蔵
が
可
能
と
な

り
、
比
較
的
安
価
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　
法
月
寛
文
社
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

停
滞
し
が
ち
な
期
間
を
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
準
備
に
割
く
こ
と

が
で
き
た
。
散
骨
や
墓
じ
ま
い
、
納

骨
堂
な
ど
、
葬
送
の
ス
タ
イ
ル
は
変

わ
り
続
け
て
い
る
。
様
々
な
選
択
肢

を
提
示
し
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

2
0
2
5
年
1
月
2
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

手
元
供
養
へ
遺
骨
を

粉
末
化
関
連
サ
ー
ビ

ス
１
億
円
突
破

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

宇
野
千
代
の

九
谷
焼
仏
具
揃
え

　
加
賀
百
万
石
の
絢
爛
た

る
伝
統
、
九
谷
焼
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま

れ
た
、
現
代
的
で
華
や
か

な
宇
野
千
代
の
仏
具
揃
え

で
す
。
繊
細
に
し
て
幽
玄

な
銀
彩
の
輝
き
が
、
谷
間

に
煙
る
霧
の
よ
う
に
咲
く

「
淡
墨
の
桜
」
を
見
事
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

　
宇
野
千
代
は
、
大
正
・

昭
和
・
平
成
に
か
け
て
活

躍
し
た
日
本
の
小
説
家
、

随
筆
家
。
多
才
で
知
ら
れ
、

編
集
者
、
着
物
デ
ザ
イ

ナ
ー
、実
業
家
の
顔
も
持
っ

た
。
ま
た
、
多
く
の
著
名
人

と
の
恋
愛
・
結
婚
遍
歴
を

持
ち
、
そ
の
波
乱
に
富
ん

だ
生
涯
は
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
。

日
本
芸
術
院
会
員
。

眠
る
仏
具

ア
ー
ト
作
品
に
転
生

　
仏
壇
販
売
会
社
の
照
泰

仏
堂
（
岡
山
県
）
は
、
不
用

に
な
っ
た
燭
台
や
お
り
ん
、

高
坏
な
ど
を
カ
ラ
フ
ル
な

ア
ー
ト
作
品
に
再
生
し
、

約
１
０
０
点
を
展
示
販
売

し
て
い
る
。
県
内
の
芸
術
家

や
、
障
害
者
が
ア
ー
ト
制

作
な
ど
を
行
う
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
と
連
携

し
、
昨
年
始
め
た
仏
具
の

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｒ
ｉ

ｎ
Ｎ
ｅ
」の
作
品
だ
。

　
照
泰
仏
堂
が
処
分
の
依

頼
を
受
け
、
本
尊
の
魂
を

抜
く
法
要
を
経
て
、
引
き

取
る
仏
壇
は
月
１
０
基
程

度
。
そ
こ
か
ら
活
用
可
能

な
仏
具
類
を
選
別
し
て
い

る
。「
仏
壇
を
見
た
外
国
人

は
『
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
イ
ン

テ
リ
ア
に
な
る
』
と
全
く

違
う
魅
力
を
感
じ
て
い

る
」。
そ
の
驚
き
が
再
生
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
幡

司
剛
成
社
長
は
振
り
返
る
。

昨
年
１
０
月
に
は
市
内
で

神
棚
は
、
和
の
趣
の

イ
ン
テ
リ
ア
へ

　
株
式
会
社
や
ま
こ
う(

愛

知
県)

は
、
神
社
で
い
た
だ

い
た
お
札
を
眺
め
る
、
新

感
覚
の
神
棚
シ
リ
ー
ズ
を

発
売
。
普
段
の
お
部
屋
に

お
札
を
イ
ン
テ
リ
ア
の
よ

う
に
飾
っ
て
楽
し
む
、
新
し

い
神
棚
で
す
。

絵
画
の
額
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
フ
レ
ー
ム
の
よ
う
な
シ

ル
エ
ッ
ト
が
特
徴
。ア
ー
ト

作
品
の
よ
う
に
お
札
を
飾

る
こ
と
が
で
き
、お
部
屋
の

壁
紙
や
イ
ン
テ
リ
ア
と
自

然
に
調
和
し
ま
す
。
お
札
の

持
つ
神
聖
さ
、
和
の
祈
り
の

ア
イ
コ
ン
を
飾
り
、い
つ
も

の
お
部
屋
に
神
聖
な
ア
ク

セ
ン
ト
を
プ
ラ
ス
し
ま
す
。

初
の
展
示
会
を
開
催
。「
い

ず
れ
は
仏
壇
の
持
ち
主
が

望
む
作
品
に
再
生
し
て
、

お
返
し
す
る
方
法
も
考
え

た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
仏
壇
・
仏
具
な
ど
の
製

造
販
売
業
者
で
つ
く
る
全

日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

（
東
京
）
は
全
国
２
８
３
の

加
盟
業
者
の
下
で
、
年
間

約
２
万
基
が
処
分
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

金
属
製
な
ど
一
部
の
仏
具

は
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
、

溶
融
す
る
な
ど
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
離

れ
も
進
む
中
、
不
用
に
な
っ

た
仏
具
に
新
た
な
価
値
を

加
え
、
魅
力
的
な
商
品
に

す
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
は
、

廃
棄
物
の
削
減
だ
け
で
な

く
、
伝
統
的
な
仏
壇
の
産

地
に
革
新
を
も
た
ら
す
可

能
性
も
あ
る
。

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
香
堂
H
P
よ
り

2
0
2
4
年
1
2
月
2
7
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
や
ま
こ
う)

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

【
愛
す
る
人
を
亡
く
し
た

人
へ
】

著
者
／
一
条
真
也

出
版
社
／
P
H
P
研
究
所

今
年
1
月
公
開
の
映
画
「
君

の
忘
れ
方
」
原
作
本
。
著
者

は
大
手
冠
婚
葬
祭
会
社
の

代
表
取
締
役
の
か
た
わ
ら
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
一
条
真
也
と
し

て
精
力
的
に
活
動
を
展
開

す
る
異
色
の
作
家
。
冠
婚

葬
祭
を
業
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
葬
儀
に
毎
日
の
よ
う

に
立
ち
会
う
な
か
で
、
残
さ

れ
た
遺
族
に
何
よ
り
必
要

な
の
が
、
悲
し
み
を
癒
す
グ

リ
ー
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、「
死

は
不
幸
で
は
な
い
」
と
い
う

物
語
で
あ
る
と
確
信
し
た

著
者
が
贈
る
渾
身
の
書
。

【
み
ん
な
の
接
客
英
語
】

著
者
／
編
集
広
瀬
直
子

出
版
社
／
株
式
会
社
ア
ル
ク

本
書
は
、
接
客
業
に
携
わ
る

3
0
0
0
人
以
上
へ
の
リ

サ
ー
チ
結
果
を
基
に
、
覚
え

や
す
く
、「
こ
れ
が
言
い
た

か
っ
た
」
と
い
う
表
現
を
厳

選
し
て
収
録
し
て
い
ま
す
。

発
音
の
フ
リ
ガ
ナ
付
き
で
、

英
語
が
苦
手
な
方
や
初
心

者
の
方
も
す
ぐ
に
話
せ
る
の

で
安
心
！
フ
レ
ー
ズ
を
使
用

す
る
際
に
知
っ
て
お
き
た

い
・
気
を
付
け
た
い
情
報
も

併
せ
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
数
字
・
食
材
・
商
品
・

薬
の
種
類
な
ど
、
表
現
を
広

げ
る
用
語
集
や
、フ
レ
ー
ズ

を
使
っ
た
会
話
例
も
満
載
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
5
日
　

B
I
G
L
O
B
E
ニ
ュ
ー
ス

(2)  

2
0
2
4
年
8
月
3
1
日

現
代
メ
デ
イ
ア

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー『
思
考
の
整
理
学
』

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
外
山

滋
比
古
氏
。
我
が
道
を
往
き
、
自
分

の
頭
で
考
え
る
こ
と
を
実
践
し
続

け
て
私
は
8
6
歳
と
な
っ
た
。
そ
れ

な
り
に
納
得
の
い
く
人
生
を
歩
ん

で
き
た
と
い
う
満
足
感
は
あ
る
。
し

か
し
、
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
長
生
き

す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
人
生

5
0
年
く
ら
い
の
気
持
ち
で
生
き
て

き
た
と
こ
ろ
が
、
5
0
歳
を
過
ぎ
て

も
一
向
に
終
点
が
見
え
ず
、
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
定
年
を
過

ぎ
た
多
く
の
人
の
実
感
だ
ろ
う
。
さ

て
、こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
た
ら
い
い

の
か
、
と
考
え
て
い
る
時
に
こ
ん
な

俳
句
と
出
合
っ
た
。

浜
ま
で
は
海
女
も
蓑
着
る

時
雨
（
し
ぐ
れ
）
か
な

詠
ん
だ
の
は
江
戸
時
代
の
俳
人
、

滝
瓢
水
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
海
に
潜

る
海
女
が
、
雨
を
避
け
る
た
め
に
蓑

を
着
て
浜
に
向
か
う
。
ど
う
せ
海
に

入
れ
ば
濡
れ
て
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ

採
用
試
験
は
、

遺
体
安
置
所
に
1
0
分

中
国
・
乳
山
市
の
葬
儀
会
社
が

「
遺
体
安
置
所
管
理
者
」を
募
集
し
、

独
特
の
採
用
条
件
を
提
示
し
た
。

こ
の
職
種
の
月
給
は
2
2
0
0
元

（
約
4
万
5
0
0
0
円
）
で
、
面
接

に
進
む
に
は
低
温
管
理
さ
れ
た
遺

体
安
置
所
で
1
0
分
間
過
ご
す
試

験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
募
集
に
応
募
す
る
に
は
、

4
5
歳
以
下
の
男
性
で
あ
り
、
中

学
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る
こ

と
、
2
4
時
間
勤
務
や
夜
勤
に
対

応
で
き
る
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

7
0
元
（
約
1
4
0
0
円
）
の
試
験

料
を
支
払
い
、
遺
体
安
置
所
で

1
0
分
間
過
ご
す
現
場
試
験
が
必

須
と
な
る
。

　
今
回
の
求
人
は
、
中
国
の

S
N
S
上
で
瞬
く
間
に
拡
散
し
、

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。あ
る
ユ
ー
ザ
ー
は「
死

者
は
怖
く
な
い
が
、
給
料
が
幽
霊

よ
り
怖
い
」
と
皮
肉
を
込
め
て
コ
メ

ン
ト
し
た
。

最
後
の
最
後
ま
で
前
向
き
に
…

達
人
の
ス
ゴ
い
人
生
訓

蓑
を
着
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
浜
ま

で
は
濡
れ
ず
に
行
き
た
い
、
と
い
う

の
が
海
女
の
気
持
ち
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
間
は
、
少
し
で
も
自
分
を

愛
お
し
み
、
最
後
ま
で
努
力
を
重

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
こ
の
句
の
「
浜
」
を
「
死
」
と
捉

え
れ
ば
、一
層
味
わ
い
が
深
ま
る
。

ど
う
せ
仕
事
を
辞
め
た
ん
だ
か
ら
、

ど
う
せ
老
い
先
短
い
ん
だ
か
ら
、
と

投
げ
や
り
に
な
る
の
が
年
寄
り
の
一

番
よ
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
死
ぬ

時
ま
で
は
、
と
に
か
く
蓑
を
着
る
。

日
が
照
り
つ
け
れ
ば
日
傘
を
差
す
。

そ
う
し
て
最
後
の
最
後
ま
で
前
向

き
に
、
少
し
で
も
美
し
く
立
派
に

生
き
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
べ
き

な
の
で
あ
る
。

　
静
岡
市
葵
区
の
仏
具
店
「
法
月
」

が
、
遺
骨
手
元
供
養
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
愛
す
る
家
族
や
ペ
ッ

ト
の
遺
骨
を
近
く
に
置
き
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
遺
骨
を
粉
末
化

し
て
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
収
納
可
能

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
関
連
す
る
事

業
の
売
り
上
げ
は
、
開
始
か
ら
５
年

足
ら
ず
で
１
億
円
を
突
破
し
、
順
調

に
成
長
し
て
い
る
。

　
仏
壇
・
仏
具
の
製
造
を
柱
と
す
る

同
社
は
２
０
２
０
年
、
遺
骨
手
元
供

養
の
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
顧
客
か

ら
「
遺
骨
を
近
く
に
置
い
て
お
き
た

い
が
、
７
寸
サ
イ
ズ
の
骨
箱
だ
と
仏

壇
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
多
く

聞
き
、
悩
み
を
解
決
し
た
い
と
思
っ

た
と
い
う
。

遺
骨
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い

と
い
う
需
要
の
背
景
に
は
❶
距
離
的

に
離
れ
た
く
な
い
気
持
ち
❷
墓
が
遠

く
、
維
持
管
理
を
含
め
負
担
が
大
き

い
❸
人
間
関
係
の
も
つ
れ
で
墓
に
入

れ
た
く
な
い
―
な
ど
の
事
情
が
あ
る

と
い
う
。一
方
で
、
近
年
は
家
屋
の
ス

リ
ム
化
に
伴
い
、
仏
壇
も
コ
ン
パ
ク

ト
化
さ
れ
、
従
来
の
骨
箱
を
収
納
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
同
社
は
遺
骨
を
粉
末
化
す

る
こ
と
で
、一
般
的
な
７
寸
サ
イ
ズ

の
骨
箱
と
比
較
し
て
４
分
の
１
か
ら

５
分
の
１
に
抑
え
る
こ
と
を
実
現
し

た
。
真
空
包
装
で
長
期
保
存
も
可
能

に
し
た
。

　
２
４
年
１
０
月
に
は
、
静
岡
市
駿

河
区
の
徳
願
寺
境
内
に
納
骨
堂
「
み

も
る
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
納
骨

室
に
は
、コ
ン
パ
ク
ト
な
骨
箱
が
並

ぶ
。
従
来
の
大
き
な
骨
箱
だ
と
、
室

内
に
収
ま
る
全
体
量
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
客
単
価
を
上
げ
る
し
か
な

か
っ
た
が
、
大
量
収
蔵
が
可
能
と
な

り
、
比
較
的
安
価
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　
法
月
寛
文
社
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

停
滞
し
が
ち
な
期
間
を
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
準
備
に
割
く
こ
と

が
で
き
た
。
散
骨
や
墓
じ
ま
い
、
納

骨
堂
な
ど
、
葬
送
の
ス
タ
イ
ル
は
変

わ
り
続
け
て
い
る
。
様
々
な
選
択
肢

を
提
示
し
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

2
0
2
5
年
1
月
2
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

手
元
供
養
へ
遺
骨
を

粉
末
化
関
連
サ
ー
ビ

ス
１
億
円
突
破

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

宇
野
千
代
の

九
谷
焼
仏
具
揃
え

　
加
賀
百
万
石
の
絢
爛
た

る
伝
統
、
九
谷
焼
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま

れ
た
、
現
代
的
で
華
や
か

な
宇
野
千
代
の
仏
具
揃
え

で
す
。
繊
細
に
し
て
幽
玄

な
銀
彩
の
輝
き
が
、
谷
間

に
煙
る
霧
の
よ
う
に
咲
く

「
淡
墨
の
桜
」
を
見
事
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

　
宇
野
千
代
は
、
大
正
・

昭
和
・
平
成
に
か
け
て
活

躍
し
た
日
本
の
小
説
家
、

随
筆
家
。
多
才
で
知
ら
れ
、

編
集
者
、
着
物
デ
ザ
イ

ナ
ー
、実
業
家
の
顔
も
持
っ

た
。
ま
た
、
多
く
の
著
名
人

と
の
恋
愛
・
結
婚
遍
歴
を

持
ち
、
そ
の
波
乱
に
富
ん

だ
生
涯
は
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
。

日
本
芸
術
院
会
員
。

眠
る
仏
具

ア
ー
ト
作
品
に
転
生

　
仏
壇
販
売
会
社
の
照
泰

仏
堂
（
岡
山
県
）
は
、
不
用

に
な
っ
た
燭
台
や
お
り
ん
、

高
坏
な
ど
を
カ
ラ
フ
ル
な

ア
ー
ト
作
品
に
再
生
し
、

約
１
０
０
点
を
展
示
販
売

し
て
い
る
。
県
内
の
芸
術
家

や
、
障
害
者
が
ア
ー
ト
制

作
な
ど
を
行
う
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
と
連
携

し
、
昨
年
始
め
た
仏
具
の

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｒ
ｉ

ｎ
Ｎ
ｅ
」の
作
品
だ
。

　
照
泰
仏
堂
が
処
分
の
依

頼
を
受
け
、
本
尊
の
魂
を

抜
く
法
要
を
経
て
、
引
き

取
る
仏
壇
は
月
１
０
基
程

度
。
そ
こ
か
ら
活
用
可
能

な
仏
具
類
を
選
別
し
て
い

る
。「
仏
壇
を
見
た
外
国
人

は
『
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
イ
ン

テ
リ
ア
に
な
る
』
と
全
く

違
う
魅
力
を
感
じ
て
い

る
」。
そ
の
驚
き
が
再
生
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
幡

司
剛
成
社
長
は
振
り
返
る
。

昨
年
１
０
月
に
は
市
内
で

神
棚
は
、
和
の
趣
の

イ
ン
テ
リ
ア
へ

　
株
式
会
社
や
ま
こ
う(

愛

知
県)

は
、
神
社
で
い
た
だ

い
た
お
札
を
眺
め
る
、
新

感
覚
の
神
棚
シ
リ
ー
ズ
を

発
売
。
普
段
の
お
部
屋
に

お
札
を
イ
ン
テ
リ
ア
の
よ

う
に
飾
っ
て
楽
し
む
、
新
し

い
神
棚
で
す
。

絵
画
の
額
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
フ
レ
ー
ム
の
よ
う
な
シ

ル
エ
ッ
ト
が
特
徴
。ア
ー
ト

作
品
の
よ
う
に
お
札
を
飾

る
こ
と
が
で
き
、お
部
屋
の

壁
紙
や
イ
ン
テ
リ
ア
と
自

然
に
調
和
し
ま
す
。
お
札
の

持
つ
神
聖
さ
、
和
の
祈
り
の

ア
イ
コ
ン
を
飾
り
、い
つ
も

の
お
部
屋
に
神
聖
な
ア
ク

セ
ン
ト
を
プ
ラ
ス
し
ま
す
。

初
の
展
示
会
を
開
催
。「
い

ず
れ
は
仏
壇
の
持
ち
主
が

望
む
作
品
に
再
生
し
て
、

お
返
し
す
る
方
法
も
考
え

た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
仏
壇
・
仏
具
な
ど
の
製

造
販
売
業
者
で
つ
く
る
全

日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

（
東
京
）
は
全
国
２
８
３
の

加
盟
業
者
の
下
で
、
年
間

約
２
万
基
が
処
分
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

金
属
製
な
ど
一
部
の
仏
具

は
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
、

溶
融
す
る
な
ど
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
離

れ
も
進
む
中
、
不
用
に
な
っ

た
仏
具
に
新
た
な
価
値
を

加
え
、
魅
力
的
な
商
品
に

す
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
は
、

廃
棄
物
の
削
減
だ
け
で
な

く
、
伝
統
的
な
仏
壇
の
産

地
に
革
新
を
も
た
ら
す
可

能
性
も
あ
る
。

2
0
2
5
年
1
月
2
9
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
香
堂
H
P
よ
り

2
0
2
4
年
1
2
月
2
7
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
や
ま
こ
う)

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

【
愛
す
る
人
を
亡
く
し
た

人
へ
】

著
者
／
一
条
真
也

出
版
社
／
P
H
P
研
究
所

今
年
1
月
公
開
の
映
画
「
君

の
忘
れ
方
」
原
作
本
。
著
者

は
大
手
冠
婚
葬
祭
会
社
の

代
表
取
締
役
の
か
た
わ
ら
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
一
条
真
也
と
し

て
精
力
的
に
活
動
を
展
開

す
る
異
色
の
作
家
。
冠
婚

葬
祭
を
業
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
葬
儀
に
毎
日
の
よ
う

に
立
ち
会
う
な
か
で
、
残
さ

れ
た
遺
族
に
何
よ
り
必
要

な
の
が
、
悲
し
み
を
癒
す
グ

リ
ー
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、「
死

は
不
幸
で
は
な
い
」
と
い
う

物
語
で
あ
る
と
確
信
し
た

著
者
が
贈
る
渾
身
の
書
。

【
み
ん
な
の
接
客
英
語
】

著
者
／
編
集
広
瀬
直
子

出
版
社
／
株
式
会
社
ア
ル
ク

本
書
は
、
接
客
業
に
携
わ
る

3
0
0
0
人
以
上
へ
の
リ

サ
ー
チ
結
果
を
基
に
、
覚
え

や
す
く
、「
こ
れ
が
言
い
た

か
っ
た
」
と
い
う
表
現
を
厳

選
し
て
収
録
し
て
い
ま
す
。

発
音
の
フ
リ
ガ
ナ
付
き
で
、

英
語
が
苦
手
な
方
や
初
心

者
の
方
も
す
ぐ
に
話
せ
る
の

で
安
心
！
フ
レ
ー
ズ
を
使
用

す
る
際
に
知
っ
て
お
き
た

い
・
気
を
付
け
た
い
情
報
も

併
せ
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
数
字
・
食
材
・
商
品
・

薬
の
種
類
な
ど
、
表
現
を
広

げ
る
用
語
集
や
、フ
レ
ー
ズ

を
使
っ
た
会
話
例
も
満
載
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
5
日
　

B
I
G
L
O
B
E
ニ
ュ
ー
ス
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の
衛
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10
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京
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5
日
〜)

芒
種

入
梅

新
潟
柏
崎
え
ん
ま
市
・
北
海
道
神
宮
祭(

〜
16
日)

父
の
日
、
三
重
伊
勢
神
宮
月
次
祭(

〜
17
日)

奈
良
率
川
神
社
三
枝
祭(

〜
18
日)

福
岡
朝
倉
山
田
堰
通
水
式
、
広
島
厳
島
弁
財
天
大
祭

神
奈
川
開
成
町
あ
じ
さ
い
ま
つ
り(

〜
15
日)

東
京
鳥
越
神
社
例
大
祭(

６
日
〜
）

京
都
鞍
馬
寺
竹
伐
り
会
式

夏
至

沖
縄
慰
霊
の
日
、
奈
良
大
安
寺
竹
供
養

国
連
憲
章
調
印
記
念
日

大
祓

貿
易
記
念
日

2
0
2
2
年
1
1
月
1
8
日
更
新

し
の
は
ら
労
働
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
B
l
o
g
よ
り

年齢は誕生日の前日に加算される
　
法
律
上
、
年
齢
は
「
誕
生
日
の
前

日
」
に
加
算
さ
れ
ま
す
。
誕
生
日
の

前
日
に
年
齢
が
加
算
さ
れ
る
理
由
に

は
、
次
の
2
つ
の
法
律
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

❶
年
齢
計
算
ニ
関
ス
ル
法
律

第
1
項
　
年
齢
ハ
出
生
ノ
日
ヨ
リ
之

ヲ
起
算
ス
　

❷
民
法(

暦
に
よ
る
期
間
の
計
算)

第
1
4
3
条
第
2
項
　
週
、
月
又
は

年
の
初
め
か
ら
期
間
を
起
算
し
な
い

と
き
は
、
そ
の
期
間
は
、
最
後
の
週
、

月
又
は
年
に
お
い
て
そ
の
起
算
日
に

応
当
す
る
日
の
前
日
に
満
了
す
る

（
以
下
略
）

　
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
る
と
、
年
齢

は
、
生
ま
れ
た
日
（
出
生
の
日
）
が

起
算
日
と
な
る
た
め
1
日
目
と
し
て

数
え
始
め
、
誕
生
日
の
前
日
（
起
算

日
に
応
答
す
る
日
の
前
日
）
に

1
年
が
満
了
し
ま
す
。
8
月
1

日
が
誕
生
日
の
場
合
は
、
7
月

3
1
日
に
1
年
が
経
過
し
ま
す
。

7
月
3
1
日
の
2
4
時
は
、
デ
ジ

タ
ル
時
計
の
表
示
で
は
8
月
1

日
午
前
0
時
で
す
が
、
法
律
上
、

1
年
が
満
了
す
る
の
は
「
7
月

3
1
日
の
2
4
時
」
で
あ
り
、
こ

れ
を
日
単
位
で
考
え
た
場
合
は
、

誕
生
日
の
前
日
で
あ
る
「
7
月

3
1
日
」
が
年
齢
が
加
算
さ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
し
た
時
点
で
カ
ウ

ン
ト
す
る
の
が
自
然

　
誕
生
日
の
前
日
に
年
齢
が
加

算
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
感

じ
る
方
は
、
例
え
ば
、
運
動
場
を

走
っ
て
1
周
す
る
場
合
、「
運
動

場
を
1
周
し
て
き
た
（
ゴ
ー
ル
し

た
）」
と
認
め
ら
れ
る
の
は
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
ょ
う
か
。
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン

は
一
緒
で
す
が
、
1
周
が
終
了
す

る
の
は
「
1
周
目
を
ゴ
ー
ル
し
た

と
き
」
で
あ
り
、「
2
周
目
を
ス

タ
ー
ト
し
た
と
き
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
2
周
目
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
な
い
か
ら
1
周
目
が
終
わ
っ

た
と
は
認
め
な
い
。」
と
言
わ

れ
た
ら
納
得
が
い
か
な
い
で

し
ょ
う
。
年
齢
を
数
え
る
と
き

も
こ
れ
と
同
じ
で
す
。
1
年
を

経
過
し
た
（
1
周
し
た
）
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
す
る
（
年
齢
を
加

算
）
す
る
の
は
、
誕
生
日
当
日

（
2
周
目
の
ス
タ
ー
ト
）
で
は

な
く
、
誕
生
日
前
日
（
1
周
目

の
ゴ
ー
ル
）
で
す
。
誕
生
日
の

前
日
に
年
齢
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
お
か

し
な
数
え
方
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
至
極
当
然
の
こ

と
と
言
え
ま
す
。

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日

8月1日
0時
8月1日
0時

7月31日
24時
7月31日
24時

誕生日前日の
24時に死去
享年は何歳…？

誕生日前日の
24時に死去
享年は何歳…？

6月（水無月・June）

１日（2008年）

後部座席のシートベルト
の着用と75歳以上のド
ライバーに対しもみじ
マークの貼付が義務化
された。  

改正道路
交通法が施行   

2日（1875年）

日本初のタブロイド（小
型)判の「東京曙新聞」
が発行。サイズは普通の
新聞の半分。

日本初の
タブロイド判発行

3日（1949年）

日本各地の標高を決め
る基準「日本水準原点」
が国会前庭に。平成元年
「測量の日」に制定。

測量法が
公布される

4日（2009年）

富士山静岡空港という
愛称がつけられている
が、当空港から富士山山
頂までは直線距離で約
80kmある。 

静岡空港が
開港   

7日（1955年）

「母親が変われば社会
が変わる」と様 な々立場
の女性約2000人が東
京・豊島公会堂に集まっ
た。

第1回
日本母親大会が開催

8日（1985年）

兵庫県南あわじ市福良
丙と徳島県鳴門市鳴門
町土佐泊浦間の鳴門海
峡の最狭部を結ぶ吊り
橋。  

大鳴門橋
が開通

9日（1993年）

皇太子徳仁親王（当時）
が元外務省職員・小和
田雅子さんと御成婚。テ
レビ中継の最高視聴率
は79.9%を記録。

今上天皇と
皇后が結婚

10日（1913年）

森永製菓が「森永ミルク
キャラメル」を発売。そ
れまでは1899年の創業
以来「キャラメル」という
名称で販売。

ミルクキャラメル
の日

13日（1582年）

山崎の合戦で羽柴（豊
臣）秀吉が明智光秀を
破った。光秀は敗走中に
雑兵に刺殺された。

山崎の戦いが
行われる

14日（1988年）

田部井淳子が北米最高
峰のマッキンリー登頂に
成功。日本人初の五大陸
の最高峰を踏破。

田部井が
マッキンリー登頂

15日（1912年）

新橋駅～下関駅間で特
別急行列車の運転を開
始。展望車を連結し、1・
2等のみで編成。

日本初の
特急列車運転開始

16日（1972年）

「有線テレビジョン放送
法」が成立。平成3年に
「ケーブルテレビの日」
と制定される。

有線テレビ
放送法成立

19日（1868年）

京都府が開設された。
王政復古の大号令から
４ヶ月後のことで、日本
初の地方自治体。

京都府開庁
記念日   

20日（1960年）

日本初のロングサイズ
（8cm）のタバコ。フィル
ター付きでフィルムパッ
ケージも施される。

ハイライト
が発売される

21日（1951年）

日本が国連教育科学文
化機関（ユネスコ）と国
際労働条約（ILO）に加
入する。

ユネスコと
ILOに加入

22日（1972年）

1861年の同日に日本の
長崎に初めてボウリング
が伝わったことを記念し
て日本ボウリング場協会
が制定。

ボウリング
の日   

25日（1978年）

日本のバンド、サザン
オールスターズが『勝手
にシンドバッド』でデ
ビュー。

サザンオールスターズ
デビュー

26日（1966年）

東京・高尾山で日本初の
オリエンテーリング大会
が開催。当時の呼称は
「徒歩ラリー」。

日本初の
オリエンテーリング

5日（1934年）

5月30日に逝去した海軍
元帥の東郷平八郎に対
する日本初の国葬が執
り行われる。

日本初の
国葬が執行

6日（1984年）

ソ連でコンピュータゲー
ム「テトリス」が作られ
る。1980年代末～1990
年代初めに世界各国で
大流行した。 

テトリス
誕生   

11日（1942年）

山陽本線下関駅～門司
駅間にある海底トンネル
が開通。下り本線で試運
転が開始される。

関門鉄道
トンネルが開通

12日（1977年）

全米女子プロゴルフ選
手権で樋口久子が優勝。
アメリカの女子ゴルフで
日本人が初めて優勝。

全米女子ゴルフ
で樋口が初優勝

17日（1885年）

アメリカ合衆国独立100
周年を記念して、独立運
動を支援したフランス人
の募金によって贈呈され
完成。

自由の女神像
ニューヨークに   

18日（1979年）

警視庁が自動車の運転
免許を所有している人が
4000万人を超えたと発
表。男性は73％。

運転免許所有者
４千万人に

23日（1991年）

自動車の耐久レース「ル
マン24時間」でマツダ
が優勝。日本車が優勝
したのはこれが初。

マツダが
ルマンで優勝

24日（2011年）

「小笠原諸島」の世界自
然遺産への登録が決
定。日本で4件目の世界
自然遺産。

小笠原諸島
世界自然遺産へ登録

29日（1966年）

午前3時50分羽田空港
到着。翌日から7月2日ま
で、日本武道館にて5回
の公演が行われる。

ビートルズが
初来日

30日（1905年）

スイス連邦特許局の技
師だったアインシュタイ
ンが「相対性理論」の最
初の論文を発表する。

相対性理論
が発表される

27日（1874年）

慶應大の三田演説館で
開催。「演説」という言
葉は慶應大の創始者・
福沢諭吉によるもの。

日本初の
演説会が開催

28日（1950年）

巨人の藤本英雄選手
が、西日本パイレーツ戦
で日本プロ野球史上初
の完全試合を達成。

日本初の
完全試合を達成
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年齢は誕生日の前日に加算される
　
法
律
上
、
年
齢
は
「
誕
生
日
の
前

日
」
に
加
算
さ
れ
ま
す
。
誕
生
日
の
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日
に
年
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が
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る
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由
に

は
、
次
の
2
つ
の
法
律
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

❶
年
齢
計
算
ニ
関
ス
ル
法
律

第
1
項
　
年
齢
ハ
出
生
ノ
日
ヨ
リ
之

ヲ
起
算
ス
　

❷
民
法(

暦
に
よ
る
期
間
の
計
算)

第
1
4
3
条
第
2
項
　
週
、
月
又
は

年
の
初
め
か
ら
期
間
を
起
算
し
な
い

と
き
は
、
そ
の
期
間
は
、
最
後
の
週
、

月
又
は
年
に
お
い
て
そ
の
起
算
日
に

応
当
す
る
日
の
前
日
に
満
了
す
る

（
以
下
略
）

　
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
る
と
、
年
齢

は
、
生
ま
れ
た
日
（
出
生
の
日
）
が

起
算
日
と
な
る
た
め
1
日
目
と
し
て

数
え
始
め
、
誕
生
日
の
前
日
（
起
算

日
に
応
答
す
る
日
の
前
日
）
に

1
年
が
満
了
し
ま
す
。
8
月
1

日
が
誕
生
日
の
場
合
は
、
7
月

3
1
日
に
1
年
が
経
過
し
ま
す
。

7
月
3
1
日
の
2
4
時
は
、
デ
ジ

タ
ル
時
計
の
表
示
で
は
8
月
1

日
午
前
0
時
で
す
が
、
法
律
上
、

1
年
が
満
了
す
る
の
は
「
7
月

3
1
日
の
2
4
時
」
で
あ
り
、
こ

れ
を
日
単
位
で
考
え
た
場
合
は
、

誕
生
日
の
前
日
で
あ
る
「
7
月

3
1
日
」
が
年
齢
が
加
算
さ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
し
た
時
点
で
カ
ウ

ン
ト
す
る
の
が
自
然

　
誕
生
日
の
前
日
に
年
齢
が
加

算
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
感

じ
る
方
は
、
例
え
ば
、
運
動
場
を

走
っ
て
1
周
す
る
場
合
、「
運
動

場
を
1
周
し
て
き
た
（
ゴ
ー
ル
し

た
）」
と
認
め
ら
れ
る
の
は
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
ょ
う
か
。
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン

は
一
緒
で
す
が
、
1
周
が
終
了
す

る
の
は
「
1
周
目
を
ゴ
ー
ル
し
た

と
き
」
で
あ
り
、「
2
周
目
を
ス

タ
ー
ト
し
た
と
き
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
2
周
目
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
な
い
か
ら
1
周
目
が
終
わ
っ

た
と
は
認
め
な
い
。」
と
言
わ

れ
た
ら
納
得
が
い
か
な
い
で

し
ょ
う
。
年
齢
を
数
え
る
と
き

も
こ
れ
と
同
じ
で
す
。
1
年
を

経
過
し
た
（
1
周
し
た
）
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
す
る
（
年
齢
を
加

算
）
す
る
の
は
、
誕
生
日
当
日

（
2
周
目
の
ス
タ
ー
ト
）
で
は

な
く
、
誕
生
日
前
日
（
1
周
目

の
ゴ
ー
ル
）
で
す
。
誕
生
日
の

前
日
に
年
齢
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
お
か

し
な
数
え
方
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
至
極
当
然
の
こ

と
と
言
え
ま
す
。

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日

8月1日
0時
8月1日
0時

7月31日
24時
7月31日
24時

誕生日前日の
24時に死去
享年は何歳…？

誕生日前日の
24時に死去
享年は何歳…？

6月（水無月・June）

１日（2008年）

後部座席のシートベルト
の着用と75歳以上のド
ライバーに対しもみじ
マークの貼付が義務化
された。  

改正道路
交通法が施行   

2日（1875年）

日本初のタブロイド（小
型)判の「東京曙新聞」
が発行。サイズは普通の
新聞の半分。

日本初の
タブロイド判発行

3日（1949年）

日本各地の標高を決め
る基準「日本水準原点」
が国会前庭に。平成元年
「測量の日」に制定。

測量法が
公布される

4日（2009年）

富士山静岡空港という
愛称がつけられている
が、当空港から富士山山
頂までは直線距離で約
80kmある。 

静岡空港が
開港   

7日（1955年）

「母親が変われば社会
が変わる」と様 な々立場
の女性約2000人が東
京・豊島公会堂に集まっ
た。

第1回
日本母親大会が開催

8日（1985年）

兵庫県南あわじ市福良
丙と徳島県鳴門市鳴門
町土佐泊浦間の鳴門海
峡の最狭部を結ぶ吊り
橋。  

大鳴門橋
が開通

9日（1993年）

皇太子徳仁親王（当時）
が元外務省職員・小和
田雅子さんと御成婚。テ
レビ中継の最高視聴率
は79.9%を記録。

今上天皇と
皇后が結婚

10日（1913年）

森永製菓が「森永ミルク
キャラメル」を発売。そ
れまでは1899年の創業
以来「キャラメル」という
名称で販売。

ミルクキャラメル
の日

13日（1582年）

山崎の合戦で羽柴（豊
臣）秀吉が明智光秀を
破った。光秀は敗走中に
雑兵に刺殺された。

山崎の戦いが
行われる

14日（1988年）

田部井淳子が北米最高
峰のマッキンリー登頂に
成功。日本人初の五大陸
の最高峰を踏破。

田部井が
マッキンリー登頂

15日（1912年）

新橋駅～下関駅間で特
別急行列車の運転を開
始。展望車を連結し、1・
2等のみで編成。

日本初の
特急列車運転開始

16日（1972年）

「有線テレビジョン放送
法」が成立。平成3年に
「ケーブルテレビの日」
と制定される。

有線テレビ
放送法成立

19日（1868年）

京都府が開設された。
王政復古の大号令から
４ヶ月後のことで、日本
初の地方自治体。

京都府開庁
記念日   

20日（1960年）

日本初のロングサイズ
（8cm）のタバコ。フィル
ター付きでフィルムパッ
ケージも施される。

ハイライト
が発売される

21日（1951年）

日本が国連教育科学文
化機関（ユネスコ）と国
際労働条約（ILO）に加
入する。

ユネスコと
ILOに加入

22日（1972年）

1861年の同日に日本の
長崎に初めてボウリング
が伝わったことを記念し
て日本ボウリング場協会
が制定。

ボウリング
の日   

25日（1978年）

日本のバンド、サザン
オールスターズが『勝手
にシンドバッド』でデ
ビュー。

サザンオールスターズ
デビュー

26日（1966年）

東京・高尾山で日本初の
オリエンテーリング大会
が開催。当時の呼称は
「徒歩ラリー」。

日本初の
オリエンテーリング

5日（1934年）

5月30日に逝去した海軍
元帥の東郷平八郎に対
する日本初の国葬が執
り行われる。

日本初の
国葬が執行

6日（1984年）

ソ連でコンピュータゲー
ム「テトリス」が作られ
る。1980年代末～1990
年代初めに世界各国で
大流行した。 

テトリス
誕生   

11日（1942年）

山陽本線下関駅～門司
駅間にある海底トンネル
が開通。下り本線で試運
転が開始される。

関門鉄道
トンネルが開通

12日（1977年）

全米女子プロゴルフ選
手権で樋口久子が優勝。
アメリカの女子ゴルフで
日本人が初めて優勝。

全米女子ゴルフ
で樋口が初優勝

17日（1885年）

アメリカ合衆国独立100
周年を記念して、独立運
動を支援したフランス人
の募金によって贈呈され
完成。

自由の女神像
ニューヨークに   

18日（1979年）

警視庁が自動車の運転
免許を所有している人が
4000万人を超えたと発
表。男性は73％。

運転免許所有者
４千万人に

23日（1991年）

自動車の耐久レース「ル
マン24時間」でマツダ
が優勝。日本車が優勝
したのはこれが初。

マツダが
ルマンで優勝

24日（2011年）

「小笠原諸島」の世界自
然遺産への登録が決
定。日本で4件目の世界
自然遺産。

小笠原諸島
世界自然遺産へ登録

29日（1966年）

午前3時50分羽田空港
到着。翌日から7月2日ま
で、日本武道館にて5回
の公演が行われる。

ビートルズが
初来日

30日（1905年）

スイス連邦特許局の技
師だったアインシュタイ
ンが「相対性理論」の最
初の論文を発表する。

相対性理論
が発表される

27日（1874年）

慶應大の三田演説館で
開催。「演説」という言
葉は慶應大の創始者・
福沢諭吉によるもの。

日本初の
演説会が開催

28日（1950年）

巨人の藤本英雄選手
が、西日本パイレーツ戦
で日本プロ野球史上初
の完全試合を達成。

日本初の
完全試合を達成

(８)  


